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１ 

は
じ
め
に

白
山
党
の
ハ
ワ
ー
ド
元
首
机
が
率
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
守
図
迎
Ａ
ｎ
は
、
一

九
九
六
年
三
月
政
椛
に
つ
い
た
。
そ
れ
以
来
一
一
○
○
七
年
末
の
総
選
挙
で
大
敗
を

呪
す
る
ま
で
、
こ
の
政
権
は
労
働
の
分
野
で
も
新
自
由
主
義
に
基
づ
い
た
械
極
的

な
規
制
緩
和
政
策
を
押
し
進
め
た
。
本
稿
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
労
働
組
合
が
関

与
す
る
集
団
的
な
労
働
条
件
の
決
定
を
排
除
し
、
労
働
者
個
人
と
の
個
別
雇
用
契

約
に
よ
る
方
法
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た

の
が
職
場
関
係
法
二
九
九
六
年
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
っ
そ
う
押
し
進
め
、
法

制
度
的
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
仕
事
選
択
法
（
二
○
○
五
年
）
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
述
邦
亜
政
府
は
、
特
定
の
産
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
労
使
関
係
「
改

革
」
を
実
行
し
、
そ
れ
を
他
産
業
に
も
波
及
さ
せ
て
い
く
と
い
う
繊
略
を
と
っ
た
。

当
初
は
イ
ン
フ
ラ
産
業
と
し
て
の
港
湾
業
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
、
や
が
て
建
設

建
築
産
業
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
い
ず
れ
も
労
働
組
合
が
強
い
影
粋
力
を
も
っ
て

い
る
産
業
で
あ
る
。
そ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
大
学
を
中
心
と
し
た
商
等
教
育
部

門
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
大
き
な
改
畝
の
波
に
両

面
し
て
き
た
。
そ
れ
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
職
業
教
育
学
校
の
大
学
へ
の
昇
格

や
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
と
大
学
と
の
合
併
等
、
高
等
教
育
機
関
の
再
編
を
と
も
な
う
機
構

改
革
の
一
環
と
し
て
の
改
革
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
学
が
今
回
の
ド
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
改
革
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
は
二
○
○
三
年
以
降
の
こ
と
で
、

新
自
由
主
義
下
で
の
大
学
改
革

ｌ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
に
よ
る
大
学
労
使
関
係
へ
の
介
入
を
例
に
し
て
Ｉ

政
府
は
大
学
の
経
営
や
労
使
関
係
に
介
入
し
て
き
た
。
そ
れ
以
来
二
○
○
七
年
末

ま
で
の
四
年
あ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
捕
れ
に
捕
れ
た
。
二
○
○
七

年
末
の
総
選
挙
で
は
、
保
守
政
椛
の
大
学
政
策
、
と
く
に
労
使
関
係
政
策
を
批
判

し
、
そ
の
基
本
的
な
枠
組
み
の
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
た
労
働
党
が
勝
利
を
収
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

す
で
に
労
働
党
政
権
の
下
で
の
新
た
な
大
学
迎
営
は
開
始
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

今
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
政
策
が
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
数
年
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
生
起
し
た
事
態
は
、

歴
史
に
と
ど
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
に
、
保
守
連
合
政
権
下
で
起
こ
っ
た
「
改
革
」
は
新
自
由
主
義
的

な
規
制
緩
和
の
考
え
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
現
状
で
は

ど
こ
の
国
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
、
事
実
、
程
度
の
差
は
あ
れ
多
く
の
国
々
で

実
際
に
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
、
第
二
に
、
た
だ
し
、
そ
の
政
策
内
容
が
、
凧
川
に

関
述
し
て
い
う
と
、
労
働
条
件
は
大
学
Ⅲ
と
教
職
員
佃
々
人
と
の
佃
別
脈
川
契
約

で
決
定
す
べ
き
だ
と
し
て
労
働
組
合
を
敵
視
し
、
一
部
の
大
学
で
は
キ
ャ
ン
バ
ス

か
ら
実
力
で
組
合
事
務
所
を
排
除
す
る
な
ど
の
強
硬
策
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
う
し
た
政
策
を
実
行
に
移
す
た
め
、
述
邦
政
府
が
大
学
予
算
の
五

割
前
後
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
の
政
策
に
し
た
が
わ
な
い
大
学
に
は

追
加
予
算
を
配
分
し
な
い
と
い
う
兵
糧
攻
め
を
行
い
、
大
学
運
営
や
大
学
の
労
使

関
係
に
政
府
が
直
接
介
入
し
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
他
国
で
は
あ
ま
り
例
が

長
峰
登
記
夫
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２ 

１
政
府
に
よ
る
大
学
経
営
へ
の
介
入

一
九
九
六
年
、
ハ
ワ
ー
ド
ロ
・
冒
出
・
葛
：
）
氏
率
い
る
保
守
迎
合
（
圓
山
党
十

日
民
党
）
が
政
権
に
つ
い
て
以
来
、
述
邦
政
府
は
な
に
か
仁
取
り
懸
か
れ
た
か
の

よ
う
に
労
使
関
係
「
改
革
」
に
邇
進
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
六
年
の
職
場
関
係
法

（
ゴ
・
旨
一
月
の
幻
の
一
目
。
。
の
冑
巨
①
＠
ｍ
）
が
そ
の
出
発
点
で
あ
り
、
一
一
○
○
五
年
の

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
連
邦
政
府
に
よ
る
大
学
ガ
バ
ナ

ン
ス
や
労
使
関
係
へ
の
介
入
に
関
す
る
迷
邦
政
府
の
政
策
を
紹
介
す
る
。
第
二
に
、

と
く
に
問
題
と
さ
れ
た
大
学
労
使
関
係
へ
の
面
接
介
入
を
月
的
と
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
問
罪
教
育
職
場
関
係
要
件
」
と
い
わ
れ
る
政
策
に
峨
点
を
当
て
て
そ
の
内
容

を
検
討
す
る
。
第
三
に
、
こ
う
し
た
政
府
の
政
策
に
対
し
て
大
学
側
が
い
か
に
対

応
し
た
の
か
、
大
学
経
営
者
団
体
と
個
別
大
学
の
対
応
を
み
て
い
く
。
第
四
に
、

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
連
邦
政
府
の
政
策
に
基
づ
い
て
大
学
側
は
労
働
組
合

攻
撃
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
代
表
的
な
例
を
検
証
し
、
同
時

に
、
労
働
組
合
を
含
め
た
国
民
的
な
反
対
巡
釛
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
政
府
の
政
策
の
水
面
は
、
労
働
条
件
の
決
定
過
腿
か
ら
労

働
組
合
を
排
除
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
で
あ
り
、
世

界
的
な
労
働
法
の
発
展
史
や
そ
れ
に
関
す
る
国
際
条
約
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
政
権
が
変
わ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
大
学
が
ど
う
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
か
を
み
な
が
ら
、
今
後
を
展
望
す
る
。

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
第
四
に
、
こ
の
過
栂
は
巾
に
大
学
運
営
や
人
学
内
で
の
労
使
関
係
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
員
や
研
究
者
の
採
川
や
解
歴
、
懲
戒
処
分
（
業
絨
不
足

に
よ
る
処
分
、
あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
の
自
山
な
意
見
表
明
が
大
学
の
名
瞥
を

傷
つ
け
た
等
の
理
由
に
よ
る
処
分
な
ど
）
の
問
題
を
と
お
し
て
、
学
問
の
自
川
や

思
想
・
信
条
の
自
由
に
直
結
す
る
、
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
に
と
っ
て
き
わ
め

て
根
源
的
な
問
題
を
提
起
し
て
い
た
こ
と
等
で
あ
る
。

仕
事
選
択
法
（
正
式
に
は
「
二
○
○
五
年
職
場
関
係
修
正
「
仕
事
選
択
」
法
」

ョ
・
房
冒
◎
の
房
一
目
・
ロ
の
皆
口
の
且
日
の
ロ
〔
（
ョ
・
『
【
ｇ
・
］
８
の
）
宵
〔
９
ｓ
）
が
終
着

点
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
同
じ
よ
う
な
「
改
革
」
の
波
は
大
学
に
も
押
し
寄
せ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
大
学
は
二
○
○
一
二
年
以
降
、
保
守
述
△
川
が
選
挙
に
敗
北
す
る
二
○
○
七
年

末
ま
で
、
混
乱
に
混
乱
を
亜
ね
た
、

・
三
度
に
わ
た
る
大
学
労
使
関
係
介
入
の
試
み

こ
う
し
た
混
乱
の
な
か
で
、
ハ
ワ
ー
ド
政
権
は
三
度
に
わ
た
っ
て
大
学
経
営
へ

の
介
入
を
試
み
た
。
最
初
は
一
九
九
九
年
で
、
教
育
訓
練
青
少
年
肯
ｅ
①
己
日
目
①
貝

。
【
圃
口
ｏ
目
・
Ｐ
弓
凰
ご
冨
目
ｑ
国
・
巨
曰
Ｒ
国
司
の
６
日
目
ど
の
ケ
ン
プ
（
ｏ
圏
ロ

田
Ｆ
Ｂ
ｂ
）
大
阪
が
「
職
場
激
錨
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
三
．
升
ロ
ー
Ｐ
Ｃ
の
宛
の
す
。
、
８
日
目
目
の
）

を
公
表
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
総
額
二
億
五
千
九
○
○
万
ド
ル
（
以

下
、
ド
ル
は
す
べ
て
豪
ド
ル
を
指
す
）
の
追
加
的
補
助
金
を
、
一
四
の
チ
ェ
ッ
ク

項
Ⅱ
の
う
ち
九
項
目
以
上
を
満
た
し
た
大
学
に
支
給
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
基
づ
い
た
棚
肋
余
の
支
給
は
二
○
○
○
年
か
ら
二
○
○
四
年
ま
で
な
さ
れ
た

が
、
政
府
の
Ⅱ
的
が
達
成
さ
れ
た
と
は
言
い
雌
い
状
況
に
あ
っ
た
。

次
は
二
○
○
三
年
の
こ
と
で
、
こ
の
と
き
述
州
政
府
は
後
述
の
「
間
諜
教
育
職

場
関
係
要
件
」
を
発
表
し
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
た
大
学
に
四
億
Ⅲ
○
○
刀
ド
ル

の
補
助
金
を
追
加
支
給
す
る
と
し
た
。
こ
の
要
件
は
後
に
紹
介
す
る
も
の
と
基
本

的
に
は
同
じ
で
あ
る
が
、
重
要
項
目
を
過
剰
書
き
的
に
列
記
す
る
と
、
そ
れ
は
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

・
全
教
職
員
へ
の
佃
別
屈
川
契
約
（
後
述
の
Ａ
Ｗ
Ａ
）
の
締
結
申
し
入
れ

・
有
期
屈
川
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
Ｍ
川
を
制
限
す
る
労
使
協
定
の
撤
廃

・
賃
金
が
地
域
社
会
の
水
地
（
８
日
日
目
ご
ぃ
自
己
日
Ｑ
⑪
、
す
な
わ
ち
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
最
低
賃
金
）
を
こ
え
る
場
合
、
そ
の
大
学
の
経
営
計
画

の
政
府
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
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・
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
ト
コ
ル
」
で
示
さ
れ
た
政
府
の
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
論

ま
ず
、
二
○
○
四
年
の
「
連
邦
政
府
奨
学
柵
助
金
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ

（
２
）
 

っ
て
、
連
邦
政
府
の
大
学
経
営
手
法
（
以
下
、
こ
れ
を
「
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
も

し
く
は
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
略
す
）
に
関
す
る
政
策
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

こ
こ
に
は
述
川
政
府
の
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
於
水
的
な
姿
糾
が
不
さ
れ
て

い
る
。
後
述
の
弥
使
関
係
政
簸
も
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
抑
は
、
迎
川
政
府
の
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
腿
本
方
針
を
示
し
た
「
大
学

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
ト
コ
ル
」
（
Ｚ
目
・
ロ
呉
○
・
ぐ
の
日
ｇ
ｏ
の
勺
８
８
８
］
）
と
呼
ば
れ

る
実
施
甥
綱
で
、
プ
ロ
ト
コ
ル
一
か
ら
二
ま
で
の
二
凧
Ⅲ
で
成
り
立
っ
て
い

（
３
）
 

る
。
》
」
の
プ
ロ
ト
コ
ル
の
主
要
な
論
点
を
紹
介
す
る
と
、
以
下
の
巡
り
で
あ
る
．

ま
ず
、
プ
ロ
ト
コ
ル
一
で
は
、
商
等
教
育
機
関
が
学
内
川
川
に
、
機
関
と
し
て

の
目
的
と
機
能
を
明
記
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
続
く
プ
ロ
ト
コ
ル
ニ
は
プ
ロ

ト
コ
ル
全
体
の
中
心
を
な
す
も
の
で
、
そ
こ
に
は
入
学
の
あ
り
方
に
関
す
る
政
府

の
方
針
が
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ト
コ
ル
ニ
の
第
一
頂
で
は
、
「
剛
学
艮
を

機
関
の
簸
高
経
懲
責
任
打
（
、
三
の
〔
鹿
の
８
号
の
○
国
８
『
・
Ｏ
ｐ
ｏ
）
と
し
て
任
命
し
、

そ
の
成
果
を
監
視
す
る
」
と
し
て
い
る
。
述
邦
政
府
は
こ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
い
う
名
称

に
こ
だ
わ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
大
学
経
営
に
民
間
企
業
の
経
営
手
法
を
取

り
入
れ
よ
う
と
す
る
政
府
の
ぢ
え
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

銃
い
て
、
第
一
一
～
二
噸
で
は
、
人
学
の
経
世
〃
針
や
成
果
・
火
紬
弊
を
儲
視
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
第
四
項
で
は
、
入
学
に
対
し
て
教
か
研
究
柄
助
が
「
社
会
の
期

待
に
柵
う
も
の
で
あ
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
大
学
も
経
済

原
川
に
そ
っ
て
絲
営
効
率
を
追
求
す
る
な
ど
、
企
柴
等
他
の
社
会
組
織
と
異
な
る

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
恵
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
．
第
八
～
八
項
で

は
、
大
学
は
「
広
範
な
商
業
沼
助
を
承
認
す
る
」
と
と
も
に
経
営
す
る
子
会
社
の

巡
鴬
に
責
任
を
も
つ
こ
と
、
そ
の
た
め
大
学
の
監
視
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
等

が
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
監
視
の
対
象
に
は
大
学
の
学
術

活
助
も
含
ま
れ
て
お
り
、
研
究
所
等
の
研
究
機
関
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
牧
口
佃
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人
の
業
績
評
価
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
、
日
本
の
大
学
の
評
議
員
会
（
卒
業
生
や
大
学
外

の
第
三
者
も
委
員
と
な
る
大
学
の
最
高
決
定
機
関
の
一
つ
）
に
相
当
す
る
機
関
は

大
学
巡
営
委
員
会
行
・
ぐ
の
日
日
、
９
ｓ
）
と
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
呼

称
は
大
学
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
シ
ド
ニ
ー
大
学
で
は
評
議
員
会

（
曰
彦
の
の
８
日
の
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
他
の
多
く
の
大
学
で
は
大
学
委
員
会

（
毎
号
の
『
⑪
ご
○
・
目
Ｑ
］
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ト
コ
ル
三
～
六
は
こ
の
評
議
員
会
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
ま
ず
、
プ
ロ

ト
コ
ル
三
は
評
議
員
た
ち
の
誠
実
な
職
務
遂
行
義
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
プ
ロ

ト
コ
ル
川
で
は
評
論
貝
に
対
す
る
経
営
者
教
育
を
義
務
づ
け
、
プ
ロ
ト
コ
ル
Ｉ
で

は
評
識
員
の
数
を
二
二
名
以
内
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
数
を
制
限
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
評
議
員
の
な
か
に
財
政
分
野
で
専
門
的
な
知
識
や
経
験
（
働
口
目
◎
区

の
ｘ
Ｃ
の
『
房
の
）
を
も
つ
者
二
名
、
お
よ
び
商
業
分
野
で
専
門
的
な
知
識
や
経
験

（
８
日
日
の
『
ｎ
厘
の
愚
の
ａ
い
の
）
を
も
つ
者
一
名
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
評
議
員
の

過
半
数
が
「
独
立
し
た
外
部
の
者
」
で
あ
る
こ
と
（
他
の
高
等
教
育
機
関
で
雇
川

さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
こ
の
学
生
で
あ
る
者
は
除
外
さ
れ
る
）
等
を
必
須
の
条
件
に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ト
コ
ル
六
で
は
評
議
員
の
征
川
に
制
限
を
設
け
、
蝦

（
４
）
 

長
一
一
一
年
と
し
て
い
る
。

プ
ロ
ト
コ
ル
七
で
は
、
大
学
に
対
し
て
苦
精
処
理
手
続
き
の
設
置
を
義
務
化
し
、

大
学
運
営
に
関
し
て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
に
つ
い
て
公
表
義
務
を
課

し
、
社
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
大
学
運
営
に
透
明
性
を
も
た
せ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
プ
ロ
ト
コ
ル
八
以
降
は
大
学
が
行
う
事
業
活
動
に
つ
い
て

の
規
定
で
、
企
業
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
を
立
て
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス

ク
僻
理
や
責
任
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

以
上
、
概
し
て
言
う
と
、
プ
ロ
ト
コ
ル
で
示
さ
れ
た
政
府
の
大
学
経
営
方
針
は
、

経
営
の
チ
ェ
ッ
ク
機
構
か
ら
学
生
や
教
職
員
の
代
表
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
民

間
企
業
の
経
営
手
法
を
大
幅
に
取
り
入
れ
、
大
学
に
よ
る
商
業
活
動
を
奨
励
し
、

２
「
高
等
教
育
職
場
関
係
要
件
」
と
大
学
労
使
関
係

こ
の
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基
づ
い
た
政
府
の
大
学
迦
営
へ
の
介
入
も
問
題
に
さ
れ
た

が
、
そ
れ
以
上
に
国
内
世
論
を
か
き
立
て
た
の
は
、
大
学
へ
の
杣
助
金
を
バ
ッ
ク

に
、
連
邦
政
府
が
い
わ
ば
力
ず
く
で
大
学
の
労
使
関
係
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
は
、
政
府
が
定
め
た
労
使
関
係
政
策
を
実
行
し
な
い
大

学
に
は
追
加
的
な
補
助
金
を
支
給
し
な
い
と
し
、
し
か
も
そ
の
袖
助
金
が
多
額
に

上
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
や
り
方
に
対
す
る
反
発
が
大
学
教
職
員
に
よ
る

全
図
ス
ト
へ
と
発
展
し
、
他
方
で
は
国
民
的
な
政
府
批
判
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
政
策
を
具
体
的
に
示
し
た
の
が
「
高
等
教
育
職
期
関
係
要
件
」
（
四
ぬ
ず
の
『

図
ロ
８
画
８
コ
・
烏
Ｃ
］
四
○
の
囹
呂
・
ロ
の
慰
昌
『
の
日
目
厨
、
英
語
で
は
頭
文
字
を
と
っ

て
田
当
司
屏
～
ヒ
ュ
ー
ア
ー
ズ
と
発
音
～
と
略
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
職

場
関
係
要
件
」
ま
た
は
「
要
件
」
と
略
す
）
で
、
一
一
○
○
三
年
、
当
時
の
ネ
ル
ソ

ン
教
育
科
学
大
臣
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
職
場
関
係

要
件
に
み
ら
れ
る
連
邦
政
府
の
労
使
関
係
政
策
を
見
て
み
よ
う
。

峨
賜
関
係
要
件
に
は
、
大
学
が
遵
守
す
べ
き
要
件
が
大
き
く
Ⅱ
項
目
で
示
さ
れ

て
い
る
。
第
一
が
労
働
条
件
の
決
定
方
法
に
お
け
る
選
択
幅
の
拡
大
、
第
二
が
被

用
者
と
の
直
接
的
な
関
係
、
第
三
が
職
場
の
柔
軟
性
、
第
四
が
生
産
性
と
成
果
・

実
績
、
そ
し
て
第
五
が
結
社
の
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、

他
方
で
は
大
学
が
社
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
大
学
運
営
に
透
明
性
を
持
た

せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、

こ
の
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
た
大
学
に
対
し
て
の
み
、

次
年
度
以
降
の
追
加
的
補
助
金
を
配
分
す
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
政
府
は
要
件

遵
守
に
期
限
（
「
プ
ロ
ト
コ
ル
遵
守
川
Ⅱ
」
）
を
設
け
、
そ
れ
を
二
○
○
ｈ
年
九
月
三

○
Ⅱ
と
定
め
た
。
逆
に
言
う
と
、
そ
れ
ま
で
に
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
大
学
に

は
、
二
○
○
六
年
度
の
新
た
な
追
加
的
補
助
金
を
給
付
し
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
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５ 
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
の
「
選
択
幅
の
拡
大
」
は
、
従
来
裁
定
や
企
業
別
交
渉
を
つ
う
じ
て
集
団

的
に
行
わ
れ
て
き
た
労
働
条
件
の
決
定
の
他
に
、
大
学
と
労
働
者
個
人
の
直
接
交

渉
に
よ
る
個
別
雁
用
契
約
に
よ
る
決
定
の
拡
大
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
労
働
条
件
の
決
定
は
、
伝
統
的
に
は
労
使
双
方
か
ら
の
意
見

聴
取
に
蕪
づ
い
て
労
使
関
係
委
員
会
（
旨
目
の
曰
＆
尿
一
目
・
口
の
０
．
日
目
の
の
）
・
ロ
）
が

下
す
戒
定
（
ロ
ゴ
閂
ｅ
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
一
九
九
○
年
代
に
入

っ
て
か
ら
、
し
だ
い
に
経
営
Ⅲ
と
労
働
組
合
の
面
接
交
渉
に
雄
づ
く
企
業
別
協
定

（
の
日
の
９
１
⑰
の
四
日
の
①
日
の
貝
、
日
本
の
労
働
協
約
に
相
当
）
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
官
民
問
わ
ず
そ
う
な
っ
て
き
て
お
り
、
大
学
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
他
の
一
般
企
業
と
同
様
、
大
学
で
も
企
業
別
協
定
と
そ
れ

が
労
使
関
係
委
員
会
で
認
証
さ
れ
た
認
証
協
定
（
８
己
、
巴
四
日
の
①
日
の
貝
）
が
労

働
条
件
決
定
方
法
の
中
心
を
な
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
職
場
協
定
（
雷
』
の
可
昌
目

三
・
【
苔
｝
、
８
シ
円
の
の
白
の
貝
、
以
下
、
英
語
と
同
様
「
Ａ
Ｗ
Ａ
」
と
略
す
）
に
よ
る

も
の
が
徐
々
に
拡
大
し
て
き
た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｗ
Ａ
は
、
一
九

九
六
年
に
保
守
迎
合
が
政
権
に
つ
い
た
と
き
政
策
の
目
玉
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
内
容
的
に
は
実
質
的
に
個
別
雁
川
契
約
に
等
し
い
。
「
選
択
幅
の
拡
大
」
は
、

（
５
）
 

こ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
の
灘
入
・
拡
大
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
は
、
実
際
に
は
政
府
が
想
定
し
た
ほ
ど
普
及
せ
ず
、
と
く

に
大
学
で
は
一
部
の
上
級
櫛
皿
職
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
利
川
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

述
邦
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、
約
七
万
人
い
る
大
学
教
職
員
へ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
の
導
入

比
率
は
、
二
○
○
七
年
時
点
で
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
パ
ー
ト
等
も
入
れ
る
と
一
パ

（
６
）
 

－
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
九
六
年
に
保
守
政
権

が
成
立
し
て
以
降
も
、
大
学
の
労
働
条
件
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
企
業
別
協
定
お

よ
び
認
証
協
定
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
労
使
双
方
は
労
使
関
係
委
員
会
に
よ
る
認
証
を
得
て
企
業
別
協
定
を
認
証

協
定
に
す
る
）
。

こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
労
働
者
に
選
択
の
自
由
を
広
げ
る
べ
き
だ
と
し
て
、

Ａ
Ｗ
Ａ
に
よ
る
労
働
条
件
の
決
定
を
大
学
に
求
め
て
き
た
。
こ
の
政
策
文
書
は
「
真

の
選
択
と
柔
軟
性
」
（
ぬ
の
目
ヨ
の
Ｓ
・
】
８
目
Ｑ
酉
の
風
亘
辱
ｑ
）
を
唱
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
Ａ
Ｗ
Ａ
を
導
入
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
政
策
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
政
府
は
、
集
団
的
な
企
業
別
協
定
（
認
証

協
定
）
と
Ａ
Ｗ
Ａ
の
内
容
が
異
な
っ
て
両
者
が
競
合
し
た
場
合
、
Ａ
Ｗ
Ａ
は
集
団

的
な
協
定
を
排
除
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
優
先
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
条
項
を

協
定
に
蝋
り
込
む
こ
と
を
求
め
た
。
要
す
る
に
、
選
択
細
の
拡
大
と
は
単
な
る
選

択
幅
の
拡
大
な
ど
で
は
な
く
、
Ａ
Ｗ
Ａ
と
い
う
個
別
雁
川
契
約
に
よ
る
集
川
的
協

定
の
代
替
で
あ
り
、
よ
り
直
戟
的
な
言
い
方
を
す
る
と
、
労
働
条
件
の
決
定
過
程

か
ら
集
剛
的
協
定
を
排
除
し
、
結
果
的
に
労
働
組
合
を
排
除
せ
よ
と
い
う
こ
と
で

も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
集
団
的
な
協
定
の
排
除
を
徹
底
す
る
た
め
、
政
府
は
以
下
の
よ
う
な

模
範
条
文
ま
で
掲
げ
、
そ
れ
を
企
業
別
協
定
に
祷
り
込
ん
で
、
こ
の
要
件
の
遵
守

を
大
学
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

「
高
等
教
育
機
関
（
こ
こ
に
機
関
名
を
入
れ
る
）
は
被
川
者
と
Ａ
Ｗ
Ａ
を
締
結
で

き
る
。
Ａ
Ｗ
Ａ
と
認
証
協
定
の
雇
用
条
件
が
相
異
す
る
場
合
、
Ⅲ
異
の
限
り
に

お
い
て
Ａ
Ｗ
Ａ
は
認
証
協
定
を
排
除
し
、
あ
る
い
は
認
証
協
定
に
優
先
し
て
Ａ

Ｗ
Ａ
を
適
川
で
き
る
も
の
と
す
る
。
」

第
二
の
「
被
川
者
と
の
適
接
的
な
関
係
」
は
第
一
の
要
件
の
延
災
線
上
に
あ
る

も
の
で
、
労
働
条
件
の
決
定
に
あ
た
っ
て
被
川
者
仙
人
と
の
耐
接
交
渉
を
優
先
し
、

「
被
川
者
を
代
表
す
る
第
三
者
機
関
」
（
す
な
わ
ち
労
働
組
合
）
の
関
与
を
制
限
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
第
三
者
機
関
の
関
与
は
、
交
渉
に
よ
っ
て
影
轡

●
●
 

を
受
け
る
被
川
者
か
ら
依
頼
が
あ
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
、
文
書
に
よ
る
被
用

者
か
ら
の
明
示
的
な
依
頼
が
な
い
場
合
、
労
働
条
件
の
決
定
過
程
に
第
三
者
（
労

働
組
合
）
は
関
与
で
き
な
い
と
す
る
。

つ
ぎ
の
第
三
の
「
職
場
の
柔
軟
性
」
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
大
学
運
営
の
現
場
に
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踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
大
学
の
労
使
関
係
政
策
は
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
る
柔
軟
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
大
学
の
労
使
協
定
や
そ
れ
に
関
す
る
政
策
や
慣
行
は
、
「
変
化
す
る
状
況
に

応
え
よ
う
と
す
る
機
関
や
被
川
者
の
能
力
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
…

（
中
略
）
…
コ
ー
ス
設
定
や
そ
れ
に
伴
う
要
員
配
置
等
に
関
し
て
機
関
が
決
定
し
、

変
化
（
改
革
）
を
実
行
す
る
能
力
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
学
部
や
学
科
、
研
究
所
等
の
再
編
や
改
廃
、
新

規
事
業
の
立
ち
上
げ
等
に
関
述
し
た
要
員
の
採
川
や
再
配
置
、
解
雇
等
は
、
そ
れ

が
弥
働
条
件
に
か
ら
む
限
り
団
体
交
渉
事
項
に
な
り
、
労
働
組
合
と
の
協
識
、
交

渉
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
事
柄
に
つ
い
て
も
、
労
働
組
合
は

大
学
の
企
画
・
決
定
に
反
対
し
、
そ
れ
を
制
約
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

第
四
の
「
生
産
性
と
成
果
・
実
績
」
は
、
民
間
企
業
と
同
様
、
大
学
も
生
産
性

を
上
げ
、
成
果
を
生
み
出
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、
「
成
果
の
低
い
者
を
管
理
す
る
効
率
的
手
続
き
」
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
成
果
の
低
い
者
の
処
分
を
も
示
唆
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

要
件
の
第
一
お
よ
び
第
二
で
み
た
と
こ
ろ
か
ら
、
大
学
か
ら
集
川
的
な
労
使
協

定
を
排
除
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
労
働
組
合
を
排
除
す
る
と
い
う
政
府
の
方
針
は

明
ら
か
で
あ
る
が
、
第
五
の
「
結
社
の
自
由
」
は
そ
れ
を
具
体
化
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
学
も
組
合
も
教
職
員
に
対
し
て
労
働
組
合
に
加
入

し
、
あ
る
い
は
加
入
し
な
い
よ
う
強
制
（
８
の
『
８
）
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
説
得
（
ｇ
８
Ｐ
Ｂ
ｍ
の
。
『
Ｓ
の
８
口
３
ｍ
の
）
し
て
も
い
け
な
い
と
す
る
。

組
合
加
入
の
勧
誘
活
動
ま
で
禁
止
す
る
と
い
う
の
は
、
実
圃
的
に
組
合
活
動
そ
の

〈
７
）

も
の
を
錘
不
止
す
る
に
等
し
い
。

そ
う
し
た
方
針
を
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
政
府
は
、
大
学
は
労
働
組
合

職
員
の
給
料
や
組
合
施
設
、
活
動
等
に
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
補
助
金
を
使
用
し

・
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
が
政
府
の
労
使
関
係
政
策
を
批
判

述
邦
政
府
が
職
場
関
係
要
件
を
発
表
し
た
当
初
、
副
学
長
た
ち
を
含
む
多
く
の

大
学
関
係
者
は
こ
れ
を
強
く
批
判
し
て
い
た
。
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
も
例
外
で
は
な
く
、
す

ぐ
さ
ま
機
関
と
し
て
こ
れ
へ
の
反
対
を
表
明
し
た
。
二
○
○
三
年
九
月
、
上
院
の

雇
用
・
職
場
関
係
・
教
育
委
員
会
が
、
大
学
の
副
学
長
や
経
営
者
団
体
、
学
生
自

て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
う
し
て
職
場
関
係
要
件
は
、
大
学
の
労
働
組
合
に
対

す
る
い
っ
さ
い
の
便
宜
供
与
を
禁
止
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
労
働
組
合
の
排
除
を

求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
あ
と
で
再
び
触
れ
る
こ
と
に

す
る
。こ
の
職
場
関
係
要
件
に
雌
づ
い
て
、
大
学
は
す
べ
て
の
新
規
採
川
の
教
職
口
に

対
し
て
は
二
○
○
五
年
四
月
二
九
日
ま
で
に
、
そ
れ
以
外
の
現
職
の
教
職
員
に
対

し
て
は
一
一
○
○
六
年
八
月
三
一
日
ま
で
に
、
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結
申
し
入
れ
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
要
件
が
期
日
ま
で
に
満
た
さ
れ
、
連
邦

政
府
の
承
認
を
得
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
大
学
に
は
二
○
○
七
年
度
の
追
加
柵
助

金
は
支
給
さ
れ
な
い
と
し
た
た
め
、
全
国
の
大
学
の
経
営
陣
は
右
往
左
往
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

３
抵
抗
か
ら
服
従
へ
～
揺
れ
る
大
学
側
の
対
応

以
上
見
た
よ
う
な
連
邦
政
府
の
労
使
関
係
政
策
に
大
学
側
は
ど
う
対
応
し
た
の

か
。
図
式
的
に
い
う
と
、
数
少
な
い
批
判
派
と
そ
れ
よ
り
は
多
い
賛
成
派
、
そ
し

て
多
く
の
中
間
的
な
様
子
兄
派
に
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
な
か
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
ト
ッ
プ
の
組
織
体
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
剛
学
長
会

（
菅
の
可
島
目
司
ｎ
９
ｇ
ｇ
ｎ
巴
・
『
の
６
．
日
目
耳
の
①
、
以
下
「
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
」
と
略
す
）

は
、
当
初
械
極
的
な
対
応
を
し
て
い
た
が
、
政
治
的
な
圧
力
の
な
か
で
妥
協
を
強

い
ら
れ
、
や
が
て
屈
服
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
そ
う
し
た
Ａ

Ｖ
Ｃ
Ｃ
の
動
き
を
見
て
み
よ
う
。
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７ 
治
会
等
か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
た
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
か
ら
も
一
‐
｜
様
に
根

強
い
反
対
（
ご
貝
く
の
『
⑪
四
一
一
旨
…
Ｃ
臼
の
ｍ
ｏ
１
ｎ
且
の
８
．
口
）
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
う
し

（
８
）
 

た
事
態
に
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
坐
し
強
い
「
懸
念
」
を
表
明
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
背
離
に
は
、
述
川
政
府
の
大
学
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感
あ
る

い
は
批
判
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
当
時
の
ア
ボ
ッ
ト
（
曰
○
昌

足
き
ず
目
）
雇
川
職
場
関
係
大
臣
の
発
一
一
一
一
口
に
も
み
て
と
れ
る
。
彼
は
新
聞
記
宥
の
取

材
に
答
え
て
、
「
職
場
迎
営
と
い
う
点
に
関
し
て
い
え
ば
、
大
学
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
最
も
創
造
性
に
欠
け
る
機
関
だ
」
と
し
て
大
学
へ
の
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
し
、

続
け
て
「
大
学
が
Ａ
Ｗ
Ａ
の
導
入
に
本
気
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
追
加
的
な
下

（
９
）
 

算
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
し
」
断
じ
た
の
で
あ
る
緬
一

そ
の
後
、
政
府
の
大
学
政
莱
が
世
論
を
摘
る
が
す
大
問
題
と
な
っ
て
、
入
学
改

革
が
立
ち
往
生
す
る
な
か
、
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
の
シ
ュ
ル
ー
ダ
ー
（
Ｏ
の
こ
の
丙
の
、
可
の
日
の
『
）

会
長
は
、
高
等
教
育
を
め
ぐ
る
戦
争
（
三
召
の
『
の
目
、
呂
目
ョ
貝
②
）
に
終
止
符
を

（、）

打
つ
く
些
・
だ
と
呼
び
か
け
、
連
邦
政
府
に
政
莱
の
変
更
を
求
め
た
。
こ
の
政
策
が

実
行
さ
れ
た
場
合
、
政
府
の
人
学
迎
営
へ
の
介
入
は
前
代
未
聞
の
域
に
達
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
は
大
学
の
創
造
性
や
自
立
性
を
窯
息
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
の

が
そ
の
皿
川
で
あ
っ
た
。

。
政
府
と
妥
協
へ

や
が
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
案
の
採
決
が
近
づ
く
と
、
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
は
四
人
の

無
所
属
議
員
に
積
極
的
な
陳
情
活
動
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
四
人
の
議
員
は
、
与
野

党
の
勢
力
が
拾
杭
し
て
い
る
上
院
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
る
立
場
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
は
、
政
府
の
大
学
労
使
関
係
改
革
に
は
呪
災
性
が

な
く
、
公
平
性
に
も
欠
け
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
部
分
を
削
除
す
る
よ
う
法
案
の

（
Ⅲ
）
 

修
正
を
訴
え
た
。
無
所
属
議
員
た
ち
も
大
学
側
の
陳
情
に
川
解
を
示
し
、
成
り
ゆ

き
次
第
で
政
府
は
難
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
一
一
○
○
三
年
一
一
月
末
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
は
記
者
会
見
を
開

・
総
選
挙
で
大
勝
し
、
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
と
の
合
意
を
反
故
に

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
二
○
○
四
年
一
一
月
に
連
祁
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
保
守

迎
合
は
人
勝
し
、
上
院
で
も
過
半
数
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
政

府
は
一
転
し
て
、
い
っ
た
ん
は
撤
回
し
た
職
場
関
係
班
件
を
、
当
初
案
と
同
じ
よ

う
な
内
容
で
復
活
さ
せ
る
と
し
た
。
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
と
の
介
意
か
ら
わ
ず
か
一
年
後
の

こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
は
、
即
日
、
こ
れ
は
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
と
の
合
意
を
反
故
に
し
、

Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
が
法
案
に
賛
成
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
政
府
の
行
動
に
大
学
の
副
学
長
た
ち
は
「
唖
然
」
と
さ
せ
ら
れ
て
い
る

と
し
て
、
特
定
の
経
済
分
野
（
高
等
教
育
部
門
）
を
狙
い
打
ち
に
し
た
特
別
な
労

（
旧
）

使
関
係
政
簸
が
適
肛
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
、
強
く
反
発
し
た
。

・
沈
黙
す
る
高
等
教
育
産
業
協
会
と
主
要
八
大
学
連
合

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
は
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
の
他
に
も
う
一
つ
、
主
要
な
経
営
者

団
体
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
高
等
教
育
産
業
協
会
（
シ
ロ
⑫
弓
国
一
国
ロ
雷
召
の
『

（
迫
）

き
、
ネ
ル
ソ
ン
大
臣
と
の
間
で
建
設
的
な
話
し
△
、
い
を
行
い
、
「
妥
当
な
△
ロ
意
」

（
『
８
⑫
◎
息
す
］
の
緒
『
の
①
日
の
ロ
［
）
が
得
ら
れ
た
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
職
場
関
係
要
件
の

多
く
は
削
除
さ
れ
、
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
は
機
関
と
し
て
法
案
全
体
へ
の
支
持
を
表
明
す
る

（
川
）

こ
し
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
問
題
の
法
案
は
一
二
Ｎ
四
日
に
国
会
を
逝
過
し
、
即
日
、
Ａ
Ｖ

Ｃ
Ｃ
は
こ
れ
を
歓
迎
す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
は
、
「
我
々

が
望
ん
だ
修
正
案
が
す
べ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
は
今
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
が
発
展
し
て
い
く
基
盤
を
な
す
も
の
だ
と

し
て
、
政
府
の
方
針
転
換
を
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
｜
部
に
あ
っ
た
法
案
否
決
に

向
け
て
最
後
ま
で
巡
助
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
考
え
方
を
批
判
し
、
「
法
案
を
通
さ

な
い
と
い
う
選
択
肢
は
、
商
等
教
育
に
き
わ
め
て
否
定
的
な
膨
弊
を
も
た
ら
し
た

（
Ｍ
）
 

で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
政
府
と
の
妥
協
を
擁
池
Ｉ
し
た
。
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８ 

いしはセ受たな学府に判
とて、スけこかく（この』＃〈し当政
【》こ職で入うらなつ政じて初府
うれ朔もれしで１，き雛るい、に
よは関あててあ、、をとた政に
う受係つい各る大日受、大府じ
にけ要たつ犬゜学本けし半のり

籍Ｍ１を端篝：柿Ｗ鱸
つざ内うそ、に数てに、のて
てる容しれやと憶職こ三｜川い
いををたはむつ円場の○題〈

2童謡淵撒晁Ⅶ1Mlil#大
｡(：LJii締１W#Wlji；鱸
そ袖職抗尊|#題とを黙総し営
の1町貝か態にみ満し選、陣
こ金にらとならたは挙疑
とが対服しるれさじで問
をかす従てとたなめ保を
理らるへしい退けた守投
解ん大とだう加れ。逃げ
しで学変い切的ばそ合か
、い０１１１わに実ｈｌｉ、のがけ
協るのつ政な助平行火、
力限メて府事金均景勝あ
しりツいの情がしにしる
て大セく方が得てはてい
ぼ学ｌプ針あら_、攻は
しとジロをつれ人政勢１１ｔ

図
月
呂
・
己
己
ロ
の
ａ
巳
」
府
の
Ｃ
Ｑ
農
。
。
、
以
下
「
Ａ
Ｈ
Ｅ
ｌ
Ａ
」
と
略
す
）
で
、
こ

れ
は
労
使
関
係
を
専
門
に
担
当
す
る
大
学
経
営
者
団
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
政
府
の
政
策
が
労
使
関
係
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
の

総
選
挙
で
保
守
迎
合
政
権
が
続
く
こ
と
も
予
想
し
て
か
、
公
に
さ
れ
た
も
の
を
み

る
限
り
、
Ａ
Ｈ
Ｅ
ｌ
Ａ
は
労
使
関
係
を
め
ぐ
る
政
府
の
政
策
に
は
沈
黙
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
、
主
要
八
大
学
連
合
と
も
呼
ぶ
べ
き
Ｇ
Ｏ
８
（
の
『
・
目
ａ

固
い
耳
ご
ロ
月
『
⑰
注
の
の
、
通
常
ジ
ー
・
オ
ー
・
エ
イ
ト
と
略
称
さ
れ
て
い
る
）
が
あ

る
。
こ
れ
は
シ
ド
ニ
ー
大
学
や
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
な
ど
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最

も
歴
史
が
あ
り
、
あ
る
い
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
創
立
な
が
ら
社
会
的
評
価
の

高
い
八
大
学
で
椛
成
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
そ
の
助
向
は
他
大
学
に
も

（
肺
）

大
き
な
彩
粋
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
Ｇ
Ｏ
８
も
、
職
吻
関
係
要
件
や
大
学
弥
使

関
係
に
は
沈
黙
し
た
。

・
大
学
の
基
本
姿
勢
を
貫
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
こ
の
よ
う
な
「
や
む
を
得
な
い
」
対
応
へ
の
肌
解
を
求
め

る
な
か
で
、
そ
れ
と
異
な
る
対
応
を
し
た
大
学
が
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

代
表
す
る
大
学
の
一
つ
で
、
Ｇ
Ｏ
８
大
学
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
（
Ａ
Ｎ
Ｕ
）
で
あ
る
。
Ａ
Ｎ
Ｕ
は
、
教
職
員
が
Ａ
Ｗ
Ａ
を
選

し
か
し
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
各
大
学
の
受
け
入
れ
方
に
は
か
な
り
の
温
度

差
が
見
ら
れ
た
。
対
応
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
Ａ
Ｗ
Ａ
と
い
う
個
別
雇
用
契
約

を
ど
う
い
う
形
で
具
体
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
デ
レ
ー

ド
大
学
は
述
邦
政
府
の
要
諦
を
受
け
入
れ
、
す
べ
て
の
教
職
員
に
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結

を
巾
し
入
れ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
労
働
組
合
と
の
交
渉
を
通
じ
た
認

証
協
定
に
よ
る
集
川
的
な
労
働
条
件
の
決
定
を
も
残
し
た
う
え
で
、
Ａ
Ｗ
Ａ
の
労

働
条
件
の
内
容
を
認
証
協
定
と
同
じ
に
す
る
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
雇
川
契
約
の

形
式
は
Ａ
Ｗ
Ａ
に
変
わ
る
が
、
内
容
は
認
証
協
定
と
変
わ
ら
な
い
、
だ
か
ら
安
心

し
て
ほ
し
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
シ
ド
ニ
ー
エ
科
大
学
（
Ｕ
Ｔ
Ｓ
）
は
、

Ａ
Ｗ
Ａ
の
内
容
を
企
業
別
協
定
と
同
じ
に
す
る
こ
と
は
、
「
真
の
選
択
と
柔
軟
性
」

を
求
め
る
臓
場
関
係
要
件
の
趣
旨
に
反
す
る
と
し
て
、
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
教

職
員
に
は
異
な
る
労
働
条
件
を
提
示
す
る
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
具

体
的
な
場
面
で
ど
う
異
な
っ
て
い
た
の
か
、
必
ず
し
も
明
か
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
対
応
を
す
る
際
に
、
大
学
側
は
以
下
の
よ
う
な
点
を
強
調
し
た
。
大

学
は
す
べ
て
の
教
職
員
に
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結
申
し
入
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

の
で
、
そ
の
こ
と
は
理
解
し
て
ほ
し
い
。
た
だ
し
、
教
職
員
は
大
学
が
巾
し
入
れ

た
Ａ
Ｗ
Ａ
へ
の
同
意
（
将
椚
）
を
法
的
に
溌
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

Ａ
Ｗ
Ａ
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
は
企
業
別
協
定
（
認
証
協
定
）
が
適
川
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
政
府
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背
景
に
、
実
質
的
に
Ａ
Ｗ
Ａ
を
強
制
す
る
（
労
働
組
合
が
関
与

し
た
集
団
的
労
働
条
件
の
決
定
を
受
け
入
れ
な
い
）
大
学
が
出
て
き
た
。
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９ 
択
し
た
場
合
で
も
、
類
似
の
職
種
に
は
同
一
の
雇
川
条
件
が
提
示
さ
れ
る
と
説
明

し
、
Ａ
Ｗ
Ａ
の
労
働
条
件
が
企
業
別
協
定
と
変
わ
ら
な
い
、
つ
ま
り
間
接
的
に
で

は
あ
る
が
Ａ
Ｗ
Ａ
に
特
別
な
意
味
は
な
い
と
し
て
、
従
来
ど
お
り
認
証
協
定
で
労

働
条
件
を
決
定
し
て
い
く
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
限
り
で
は
先
の
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
と
実
質
は
変
わ
ら
な
い
が
、
Ａ
Ｎ
Ｕ
の

チ
ュ
ッ
ブ
（
［
：
Ｃ
冒
与
）
副
学
長
は
こ
う
し
た
考
え
を
メ
デ
ィ
ア
の
前
で
も
公

一
一
一
一
口
し
、
そ
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
表
明
し
て
い
た
。
同
副
学
長
は
「
連
邦
政
府
の
個

別
的
職
場
交
渉
は
、
Ａ
Ｎ
Ｕ
に
何
も
も
た
ら
さ
な
い
」
と
述
べ
て
、
こ
れ
を
公
に

批
判
し
た
の
で
あ
る
。
職
場
関
係
要
件
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
、
多
く
の
大
学

が
右
往
左
往
す
る
な
か
、
Ａ
Ｎ
Ｕ
は
教
職
員
組
合
と
企
業
別
協
定
を
締
結
し
、
実

質
的
に
政
府
の
要
求
事
項
を
無
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
副
学
長
は
、
学

外
か
ら
優
秀
な
教
職
員
を
惹
き
つ
け
、
い
ま
い
る
有
能
な
教
職
員
を
Ａ
Ｎ
Ｕ
に
引

き
留
め
る
た
め
こ
れ
は
必
要
な
こ
と
だ
。
現
状
で
も
「
私
た
ち
は
十
分
な
柔
軟
性

を
持
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｗ
Ａ
は
そ
の
柔
軟
性
に
何
物
を
も
加
え
な
い
と
い
う
の
が
私

〈
〃
）

の
意
見
だ
」
と
述
べ
て
、
Ａ
Ｗ
Ａ
無
川
藝
嗣
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
明
確
で
は
な
く
て
も
、
こ
う
し
た
考
え
方
の
副
学
長
は
他
に
も
い
た
。

た
と
え
ば
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
あ
る
エ
デ
ィ
ス
コ
ー
ワ
ン
大
学
Ｓ
Ｓ
Ｂ

０
．
コ
目
ご
曰
く
：
ご
）
の
コ
ッ
ク
ス
（
扉
３
○
・
〆
）
副
学
長
が
そ
う
で
あ
る
。
彼

も
Ａ
Ｗ
Ａ
の
適
用
者
が
ほ
ん
の
少
数
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
「
必
要
な
い
か
ら
」

（
肥
）

で
あ
り
、
「
労
使
協
定
の
方
が
は
る
か
に
管
理
し
や
す
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

４
拡
大
す
る
反
対
運
動

職
場
関
係
要
件
は
、
そ
れ
自
体
独
立
し
た
政
策
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

連
邦
政
府
に
よ
る
一
連
の
労
使
関
係
「
改
革
」
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
。
職
場
関

係
法
や
仕
事
選
択
法
の
制
定
は
そ
う
し
た
政
策
の
支
柱
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
職

場
関
係
要
件
は
そ
う
し
た
政
策
を
特
定
の
産
業
分
野
に
限
定
し
て
具
体
化
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
職
場
関
係
要
件
へ
の
反
対
運
動
も
、
そ
れ

・
職
場
関
係
要
件
に
関
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
意
見
書

労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
職
員
は
、
一
部
の
事

務
職
員
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
全
国
高
等
教
育
教
職
員
組
合
（
ｚ
島
：
巳

、
房
ａ
Ｐ
ｑ
圏
巨
日
感
・
口
冒
目
呉
ｑ
ご
巳
・
ロ
、
以
下
「
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
」
と
略
す
）
に
組
織
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
職
場
関
係

要
件
に
対
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
同
組
合
が
そ
の
問
題
を
め
ぐ
る

（ｐ） 

上
院
の
特
別
調
査
委
員
〈
家
に
提
州
し
た
意
見
垂
、
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
意
見
書
は
、
結
論
と
し
て
、
上
院
は
こ
の
法
案
を
否
決
し
廃
案
に
す
べ
き

だ
と
訴
え
る
。
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
第
一
は
、
こ
の
法
案
は
教
育
科
学

大
臣
に
対
し
て
、
事
実
上
、
同
大
厄
が
個
別
大
学
の
教
職
員
の
労
働
条
件
決
定
に

直
接
介
入
し
、
労
働
条
件
の
決
定
過
程
を
盗
意
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
無
制

限
の
権
限
（
自
陣
臼
【
の
Ｑ
ｂ
９
司
郎
）
を
与
え
て
い
る
こ
と
。

第
二
に
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
職
場
関
係
要
件
を
満
た
し
た
大
学

に
対
し
て
の
み
今
後
の
追
加
的
な
補
助
金
を
支
給
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
し

か
も
、
特
定
の
大
学
が
職
場
関
係
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
最
終
的
に

判
断
す
る
の
は
教
育
科
学
大
臣
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
臣
は
い
つ
で
も
職
場
関
係
要

件
の
内
容
を
変
更
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
職
場
関

係
要
件
の
内
容
は
大
臣
の
一
存
で
変
更
可
能
と
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
決
定
も

全
面
的
に
大
臣
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
は
透
明
性
が
な
く
、
国
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
働
か
な
い
こ
と
、
等
で
あ
る
。

自
体
と
し
て
切
り
離
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
仕
事
選
択
法
な
ど
一
連
の
労
使
関

係
政
策
へ
の
異
議
申
し
立
て
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
。

・
労
働
組
合
を
中
心
と
し
た
反
対
運
動

上
述
の
よ
う
に
、
職
場
関
係
要
件
は
一
連
の
労
使
関
係
「
改
革
」
の
一
環
と
し

て
あ
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
政
策
に
対
す
る
批
判
や
反
対
運
動
は
大
学
関
係
者
に
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１０ 

・
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
を
求
め
る
大
学
教
授
た
ち
の
署
名

こ
う
し
た
な
か
仕
珈
選
択
法
制
定
に
あ
た
っ
て
の
国
会
の
調
在
委
貝
会
に
、
Ｍ

川
や
〃
仇
関
係
、
経
済
学
、
法
俳
学
、
社
会
学
等
関
述
領
域
の
研
究
背
一
Ⅱ
一
人

が
、
。
仕
事
選
択
」
法
案
の
影
響
に
関
す
る
研
究
結
果
」
と
題
す
る
意
見
香
を
提

（
趾
）

川
し
，
仕
事
選
択
法
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
批
判
を
加
え
た
。

さ
ら
に
、
大
学
教
授
一
一
一
一
三
名
が
職
場
関
係
要
件
に
限
定
し
て
こ
れ
に
反
対
す

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
国
の
労
働
組
合
や
市
民
運
動
、
教
会
等
を
巻
き

込
ん
だ
、
幅
広
い
国
民
的
な
迎
勁
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
反
対
巡
助
を
主
導
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
組
合
総
評
議
会
缶
扁
可
島
目

ｏ
ｏ
ｇ
Ｑ
－
ａ
Ｈ
衝
Ｑ
の
ロ
日
・
ロ
⑰
、
以
下
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
」
と
略
す
）
は
、
川
合
に
お
け

る
法
案
瀞
搬
の
Ⅱ
腺
に
あ
わ
せ
、
二
○
○
Ⅱ
年
六
Ⅲ
と
一
一
Ⅱ
、
三
波
に
わ
た
っ

て
人
規
棋
な
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
、
抗
搬
比
会
を
行
う
な
ど
し
て
抗
孤
行
肋
を
雁

附
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
が
全
回
統
一
行
釛
Ⅱ
（
三
目
・
目
］
ｏ
：
。
｛

少
８
８
）
と
定
め
た
一
一
月
一
Ⅲ
Ⅱ
の
第
二
波
の
抗
議
行
助
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
労
働
迦
釛
史
上
雌
大
の
抗
縦
行
助
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
折
川
棚
逆
に
よ
れ

ば
、
当
Ⅱ
の
参
加
打
は
金
川
で
Ⅱ
Ⅱ
刀
人
に
逸
し
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
の
本
部
が
あ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
働
迎
肋
の
中
心
地
で
も
あ
る
メ
ル
ボ
ル
ン
で
は
、
抗
誠
蛎

会
の
中
心
会
場
と
な
っ
た
収
容
人
員
一
三
〃
人
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
Ｍ

Ｃ
Ｇ
）
が
、
労
働
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
第
二
波
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、

抗
議
行
動
、
集
会
等
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
も
二
万
五
千
人
を
動
員
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
動
き
に
対
し
て
、
政
府
は
仕
事
選
択
法
で
新
設
し
た
刑
事
制
の
適
川
を
ち
ら

つ
か
せ
な
が
ら
、
細
谷
巡
吻
を
糸
制
し
た
。

反
対
迎
助
は
、
こ
れ
ら
労
働
迎
助
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
批
判
は
、

す
で
に
政
界
を
引
退
し
て
い
た
ホ
ー
ク
（
国
）
ず
爵
三
六
の
）
兀
甘
Ⅲ
（
〃
伽
党
）
な
ど

の
政
論
家
や
蛾
判
官
、
牧
師
、
秘
氏
を
組
織
し
て
い
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
川
体
に
菰
る

（
鋤
）

ま
で
Ⅲ
氏
各
屑
へ
と
拡
が
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

る
脚
川
を
発
炎
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
金
岡
紙
半
ペ
ー
ジ
に
怠

（
亜
）

兇
広
止
口
を
Ⅲ
脳
し
た
。
「
大
学
の
白
論
弁
字
守
れ
」
Ｓ
『
・
〔
の
Ｒ
ご
ロ
ゴ
の
旦
口
崔
貝
ｏ
ｐ
ｏ
Ｂ
邑
）

と
題
し
た
こ
の
意
兇
謝
は
、
職
場
関
係
要
件
は
大
学
の
労
使
関
係
に
関
連
し
た
政

策
や
佃
行
、
採
川
や
そ
の
他
の
人
本
線
理
に
祓
接
介
入
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の

向
泊
や
政
府
か
ら
の
大
学
の
独
立
を
任
す
も
の
だ
と
し
て
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い

（
郷
）

る
・さ
ら
に
、
要
件
が
大
学
教
員
の
地
位
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
止
口
二
九
几
七

年
）
、
お
よ
び
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
八
七
号
条
約
、
第
九
八
号
条
約
、
第
一
五
四
号
条
約
等
で

定
め
ら
れ
た
結
社
の
自
由
や
団
結
権
、
団
交
権
等
の
保
障
に
違
反
す
る
と
し
た
上

Ｕ
 

Ｕ
 

Ｉ
Ｌ
 

Ｌ
１
０
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１１ 

で
、
意
見
香
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
①
大
学
教
貝
に
よ
る
教
育
研
究
活
釛
は
、
大

学
が
何
ら
の
恐
れ
な
く
、
圓
山
に
教
員
の
募
集
や
採
川
が
行
え
る
こ
と
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
、
②
大
学
教
員
の
向
山
な
教
育
研
究
活
吻
は
大
学
教
員
お
よ
び
大
学

の
自
治
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
③
テ
ニ
ュ
ァ
の
つ
い
た
ポ
ス
ト
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
海
外
か
ら
優
秀
な
研
究

者
を
葱
き
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
④
Ａ
Ｗ
Ａ
と
い
う
個
別
雇
用
契
約

は
学
問
の
自
由
を
侵
す
も
の
で
あ
り
、
Ａ
Ｗ
Ａ
に
よ
る
雇
用
条
件
を
公
表
し
な
い

採
用
方
法
は
、
大
学
教
員
が
公
の
場
で
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
を
危
う
く
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
水
面
下
で
大
学
教
員
の
採
用
人
事

羅
潔
‐

〉
剖
冗
．
Ｌ
‐
蝿

■■・ＣＣ》】』■輻画■。』宇巴二コ⑱

アデレ 卜での集会

・
政
府
の
「
本
音
」
が
見
え
て
き
た

職
場
関
係
要
件
の
１
は
大
学
側
に
対
し
、
労
働
条
件
の
決
定
に
お
い
て
「
真
の

選
択
幅
の
拡
大
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
、
政

府
の
い
う
「
選
択
幅
の
拡
大
」
は
Ａ
Ｗ
Ａ
の
拡
大
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
集

団
的
な
労
使
協
定
を
否
定
し
、
Ａ
Ｗ
Ａ
に
よ
る
労
働
条
件
の
決
定
を
す
べ
て
の
教

職
員
に
強
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
し
て
こ
れ
を
批
判
し
て
い
た
。

そ
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。
当
時
の
法
制
度
の
下
で
も
大
学

は
教
職
員
に
対
し
て
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結
を
叩
し
入
れ
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
つ
ま
り

教
職
瓜
は
労
働
条
件
の
決
定
を
、
労
働
組
合
を
と
お
し
た
集
剛
的
協
定
に
委
ね
る

か
Ａ
Ｗ
Ａ
に
よ
る
か
、
す
で
に
自
川
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
各
大
学
は
要
件
に
し
た
が
っ
て
Ａ

Ｗ
Ａ
の
締
結
を
全
教
職
員
に
巾
し
入
れ
す
る
と
同
時
に
、
教
職
員
に
対
し
て
は
、

希
望
す
る
肴
は
企
業
別
協
定
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
説
明
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ａ
Ｗ
Ａ
の
利
用
は
実
際
に
は
ほ
ん
の
一
部
の
上
級
管
理
職
等

に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
、
連
邦
政
府
は
こ
う
し
た

事
態
を
変
え
る
た
め
、
大
学
へ
の
政
治
的
圧
力
を
と
お
し
て
、
実
質
的
に
Ａ
Ｗ
Ａ

を
強
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

５
政
府
の
圧
力
の
下
で
大
学
は
組
合
攻
撃
を
開
始

職
場
関
係
要
件
は
大
枠
を
定
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
要
件
を
施
行

す
る
段
階
に
な
る
と
、
し
だ
い
に
政
府
解
釈
や
脂
導
が
敢
要
性
を
塒
し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
政
府
解
釈
や
脂
導
を
と
お
し
て
徐
々
に
政
府
の
水
筒
が
見
え

て
き
た
。
そ
う
し
た
政
府
の
意
向
を
受
け
て
か
、
大
学
側
は
鰯
什
な
労
働
組
合
攻

撃
を
行
い
、
実
力
で
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
組
合
を
排
除
す
る
大
学
も
川
て
き
た
。

に
政
府
が
介
入
す
る
事
態
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
噌
え
て
い
る
と
い
う
事
実
が

（
別
）

あ
っ
た
。
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こ
れ
に
関
連
し
て
大
学
側
に
は
、
現
職
の
教
職
員
と
切
り
離
し
て
、
Ａ
Ｗ
Ａ
を

採
用
の
条
件
に
す
る
と
い
う
形
で
新
規
採
川
者
に
実
質
的
に
こ
れ
を
強
制
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
出
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
、
労
働
条
件
の
設
定
を

Ａ
Ｗ
Ａ
に
よ
る
か
認
証
協
定
に
よ
る
か
は
、
本
人
が
向
山
に
選
択
で
き
る
よ
う
、

職
場
関
係
法
に
し
た
が
っ
て
労
働
者
に
「
其
の
選
択
」
権
を
保
陣
す
べ
き
だ
と
主

張
し
た
。
と
こ
ろ
が
組
合
の
こ
の
主
張
に
対
し
て
政
府
は
、
そ
れ
は
「
Ａ
Ｗ
Ａ
の

受
け
入
れ
を
条
件
に
採
用
し
た
い
と
い
う
使
用
者
側
の
「
柔
軟
性
」
を
排
除
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
大
学
は
Ａ
Ｗ
Ａ
を
採
川
の
条
件
に
で
き
る
、
す
な
わ
ち

新
規
採
川
者
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｗ
Ａ
を
実
質
的
に
強
制
で
き
る
と
し
は
じ
め
た
の
で

（
班
）

あ
る
。

さ
ら
に
、
二
○
○
六
年
末
に
な
る
と
述
邦
政
府
の
意
図
は
よ
り
明
確
に
な
っ
て

き
て
、
当
時
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
□
目
①
囚
骨
８
）
教
育
科
学
大
肛
は
、
全
大
学
に
文

書
で
、
「
Ａ
Ｗ
Ａ
の
な
い
と
こ
ろ
採
川
な
し
」
（
ロ
・
シ
ミ
Ｐ
ｐ
ａ
・
ず
）
と
い
う
原
則
に

基
づ
い
た
採
用
が
行
え
る
と
し
た
。
そ
れ
が
二
○
○
七
年
に
入
る
と
新
た
な
「
解

釈
」
が
示
さ
れ
、
「
大
学
は
Ａ
Ｗ
Ａ
を
条
件
に
し
た
採
用
も
行
う
と
い
う
方
針
を
持

つ
べ
き
だ
」
（
目
ゴ
の
『
の
蔵
の
⑩
…
閂
の
ロ
。
ョ
⑪
ロ
ｇ
ｏ
⑫
巴
【
・
ロ
日
の
□
・
辱
口
の
⑪
ョ
嵐
９

℃
『
・
島
の
茸
彦
ニ
ニ
２
号
の
日
ロ
」
・
］
日
の
ｇ
と
い
う
内
容
の
柵
示
が
川
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
政
府
の
方
針
は
Ａ
Ｗ
Ａ
の
強
制
に
向
か
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
つ

（
配
）

た
。こ
う
し
た
な
か
で
、
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
（
の
ヨ
ロ
ケ
ロ
ョ
の
）
工
科
大
学
の
よ
う
に
、

政
府
の
方
針
に
沿
っ
て
新
規
採
用
に
際
し
Ａ
Ｗ
Ａ
の
受
け
入
れ
を
雇
用
条
件
に
す

（
幻
）

る
大
学
が
で
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
体
に
拡
大
す
る
こ
と
は
な
く
、
政
府

が
定
め
た
要
件
の
期
限
が
す
ぎ
て
も
、
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結
数
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
政
府
発
表
に
よ
る
と
、
二
○
○
五
年
、
商
等
教
育
部
門
で
の
Ａ

Ｗ
Ａ
の
締
結
者
数
は
四
三
五
人
で
、
全
体
の
一
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
（
二
○
○

（
泌
）

五
年
の
教
職
員
数
は
約
九
万
人
）
。
職
場
関
係
要
件
に
よ
る
と
、
大
学
は
す
べ
て

の
教
職
員
に
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結
申
し
入
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
政
府
の

熱騒撚H:轤洲雪羅鮒塞

l騨溌灘l川
曇義鋤ＩｌｌＭｗ３＊ｉ;１Ｍ‘:ＭＡｒ)M
i1董胖ｌＷＪｉｉｉｉｌｉＩ１鱗,ＩｊｉＭ辮
譲灘繊liii織繍鰯
：縦洲祁MHliT；；川蝋術

・
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
労
働
組
合
を
排
除
せ
よ

「
生
箙
性
と
成
果
・
笑
絨
」
に
関
す
る
要
件
４
は
成
績
不
良
者
の
「
櫛
理
」
を
問

題
と
し
、
教
職
員
の
業
績
不
足
や
不
品
行
等
を
理
山
と
し
た
懲
罰
的
処
遇
を
き
め

る
評
価
委
員
会
か
ら
労
働
組
合
の
代
表
を
排
除
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

Hosei University Repository



1３ 
「
結
社
の
自
由
」
に
関
す
る
要
件
５
は
、
組
合
に
対
し
て
組
合
事
務
所
の
無
償
使
用

を
認
め
る
な
ど
、
大
学
が
組
合
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
一
切
の
便
宜
供
与
を
禁
止

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
二
○
○
Ⅱ
年
に
な
る
と
政
府
が
大
学
に
圧
力
を
か
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
ネ
ル
ソ
ン
教
育
科
学
大
阪
秘
書
室
が
大
学
側
に
組

（
、
）

〈
ｎ
排
除
の
圧
力
を
か
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｓ
Ｗ

州
内
で
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
、
南
十
字
星
（
の
。
□
夢
の
ｇ
ｏ
『
８
⑫
）
大

学
、
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
大
学
で
、
大
学
側
が
学
内
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
支
部
に

対
し
て
た
だ
ち
に
大
学
施
設
を
明
け
渡
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
退
去
す
る
よ
う
求

め
る
退
去
通
告
文
を
出
す
と
い
う
事
態
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
糾
合
側
に
よ
る
と
、

大
学
は
夜
中
に
組
合
事
務
所
の
カ
ギ
を
交
換
し
、
翌
朝
組
合
職
員
が
川
勅
し
て
も

中
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
実
力
で
組
合
を
閉
め
川
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
南
十
字
星
大
学
で
は
、
大
学
側
が
通
常
の
有
料
賃
貸
契
約
を
締
結
し
、

組
合
に
施
設
利
用
を
認
め
る
こ
と
で
組
合
と
合
意
し
て
い
る
。
し
か
し
ニ
ュ
ー
キ

ャ
ッ
ス
ル
大
学
は
、
職
場
関
係
要
件
を
タ
テ
に
こ
の
よ
う
な
交
渉
を
も
拒
否
し
た

（
制
）

と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
組
へ
回
は
、
一
般
市
民
と
し
て
通
常
の
賃
貸
契
約
の
当
事

者
と
し
て
も
組
合
を
認
め
な
い
と
い
う
の
は
差
別
だ
と
し
て
、
差
別
禁
止
法
に
雄

（
鋼
）

づ
く
法
的
な
手
段
も
琴
』
え
る
と
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
連
邦
政
府
に
よ
る
組
合
排
除
の
圧
力
は
、
二
○
○
七
年
に
な
る
と
よ

り
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
指
示
と
な
っ
て
現
れ
た
。
そ
れ
に
関
し
て
、
大
学
の
現

場
か
ら
、
連
邦
政
府
か
ら
以
下
の
よ
う
な
具
体
的
指
示
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

〈
露
）

さ
れ
て
い
る
。

・
教
育
科
学
省
の
職
員
か
ら
、
離
職
手
当
に
関
す
る
規
定
を
労
使
協
定
か
ら
削

除
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

・
従
来
、
年
休
の
取
得
時
期
は
労
使
で
協
議
の
う
え
決
め
て
い
た
が
、
「
経
営
の

柔
軟
性
」
を
失
う
と
い
う
理
由
で
協
定
か
ら
削
除
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
。

・
大
教
室
の
昼
食
時
間
帯
の
使
用
に
つ
い
て
「
第
三
者
」
が
「
既
得
権
」
を
持

・
労
働
組
合
を
排
除
し
た
労
働
条
件
決
定
の
試
み
～
バ
ラ
ラ
ー
ト
大
学
の
事
例

職
場
関
係
要
件
が
発
効
し
て
か
ら
、
多
く
の
大
学
は
組
合
と
の
交
渉
に
傾
破
な

対
応
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
バ
ラ
ラ
ー
ト
（
国
色
回
国
〔
）
大
学

は
連
邦
政
府
の
意
を
汲
む
典
型
的
な
対
応
を
し
て
注
目
さ
れ
た
。
職
場
関
係
要
件

を
象
徴
す
る
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
要
件
を
と
お
し
た
政
府
の
労
使
関
係
政
策

を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
要
件
発
効
後
、
大
学
は
組
合
に
対
し
て
、
大
学
側
が
提
示
し
た
内
容
を

組
合
が
無
条
件
で
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
大
学
は
組
合
と
の
交
渉
を
拒
否
す
る
と
し
、

事
実
上
の
団
交
抓
否
宣
言
を
し
た
。
そ
し
て
組
合
が
大
学
側
の
提
案
を
拒
否
す
る

と
、
大
学
は
全
教
職
員
の
自
宅
に
文
書
を
郵
送
し
、
教
職
員
個
々
人
と
「
協
議
」

を
開
始
し
た
。
そ
こ
で
は
、
大
学
側
の
条
件
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
一
部
授

業
ヨ
ー
ス
や
科
目
）
の
閉
鎖
や
廃
止
、
そ
れ
に
伴
う
人
員
削
減
は
避
け
ら
れ
な

（
卵
）

い
だ
ろ
う
と
し
た
。

大
学
は
組
合
と
の
交
渉
を
拒
否
し
た
あ
と
、
二
○
○
五
年
の
一
○
月
と
一
一
月
、

無
記
名
投
票
に
よ
っ
て
全
教
職
員
に
組
合
を
排
除
し
た
「
協
定
」
の
締
結
を
叩
し

入
れ
た
が
、
二
度
と
も
否
決
さ
れ
た
。
一
二
月
に
な
っ
て
円
度
全
教
職
員
に
Ａ
Ｗ

Ａ
の
締
結
を
申
し
入
れ
た
が
、
一
部
の
教
職
員
は
大
学
を
相
手
に
災
Ｍ
訴
訟
（
島
の
の

月
感
目
）
を
起
こ
し
た
。
大
学
は
間
違
っ
た
、
あ
る
い
は
誤
解
を
生
じ
る
よ
う
な

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
教
育
科
学
省
が
チ
ェ
ッ
ク
を
し
は
じ
め

た
（
こ
の
背
景
に
は
、
第
三
者
Ⅱ
組
合
が
昼
食
時
間
帯
に
支
部
集
会
を
行
う

等
で
大
教
室
を
使
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
）
。

一
部
の
別
学
長
た
ち
は
、
要
件
で
の
禁
止
を
理
、
に
、
他
の
職
員
代
表
が
同

席
し
な
い
場
合
、
組
合
の
大
学
支
部
災
と
の
Ⅱ
例
会
兇
を
服
否
し
た
（
要
件

そ
の
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
指
示
を
し
て
い
な
い
た
め
、
組
合
側

は
、
政
府
が
ウ
ラ
で
こ
う
し
た
「
指
導
」
を
し
て
い
る
か
、
大
学
側
が
口
実

に
要
件
を
利
用
し
て
い
る
も
の
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
。
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1５ 

７
政
権
が
交
代
し
て

一
九
九
六
年
に
制
定
さ
れ
た
職
川
関
係
法
、
そ
の
修
正
法
と
し
て
の
仕
事
選
択

法
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
雄
づ
い
た
佃
別
政
策
と
し
て
、
典
咽
的
に
は
建
設
業
や
大

学
に
み
ら
れ
た
迎
川
政
府
の
〃
使
側
係
政
簸
が
大
き
な
争
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
、

二
○
○
七
年
一
一
Ⅱ
一
Ⅲ
日
に
迎
州
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
挙
で
、
Ａ
Ｗ

Ａ
と
い
う
個
別
雇
用
契
約
や
職
場
関
係
要
件
の
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
た
、
若
い
ケ

ビ
ン
・
ラ
ッ
ド
（
罵
目
】
四
＆
）
氏
率
い
る
労
働
党
が
圧
勝
し
、
一
一
年
ぶ
り
に
政

権
に
復
帰
し
た
。
こ
の
政
椛
交
代
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
述
邦
政
府
の
大
学
政
簸

は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
次
に
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。

こ
う
し
た
事
態
に
批
判
が
高
ま
る
と
、
政
府
は
教
育
科
学
大
臣
が
全
権
を
持
っ

て
す
べ
て
を
決
定
す
る
と
宣
言
し
た
。
二
○
○
ｎ
年
九
Ⅱ
七
日
、
ネ
ル
ソ
ン
大
厄

は
回
内
金
大
学
の
別
学
艮
に
私
信
（
□
の
「
⑪
。
ｇ
二
①
月
『
）
を
送
り
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
た
と
い
う
。
職
場
関
係
要
件
に
つ
い
て
教
育
科
学
省
の
職
員
は
援
助
を
惜

し
む
も
の
で
は
な
い
。
「
し
か
し
（
雁
川
に
関
す
る
）
大
学
の
協
定
や
伯
行
、
政
莱

が
班
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
脳
終
的
な
決
定
は
私
が
行
う
も
の
で
あ
る

こ
と
、
本
行
職
貝
の
ア
ド
バ
イ
ス
そ
の
他
は
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
桁
針
碕
已
骨
）

と
し
て
の
み
理
解
す
べ
き
こ
と
を
巾
し
添
え
て
お
く
」
（
カ
ッ
コ
内
は
兼
者
注
）
。

さ
ら
に
、
川
人
服
は
「
…
典
の
改
並
を
擁
祝
し
た
り
、
竹
抜
き
に
し
た
り
、
Ⅲ
雌

し
た
り
す
る
よ
う
な
や
り
方
が
、
典
件
を
満
た
し
た
職
場
関
係
の
あ
り
方
だ
と
み

（
⑰
）
 

な
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
警
止
回
し
て
い
た
。

や
が
て
こ
の
方
針
は
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
同
年
三
川
米
、
同
大
臣
は
、

翌
年
二
Ｈ
ま
で
に
国
内
の
す
べ
て
の
大
学
を
巡
回
し
、
新
た
な
弥
使
協
定
が
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
「
す
べ
て
の
労
使
協
定
を
査
察
す
る
」
と
通
告
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
労
働
党
の
教
育
担
当
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
、
ジ
ェ
ニ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ン
氏

は
、
ネ
ル
ソ
ン
人
仮
の
「
商
爪
的
な
手
法
」
に
よ
る
労
使
関
係
政
策
は
「
イ
デ
ィ

（
Ⅱ
）
 

オ
ロ
ギ
ー
的
な
妄
想
」
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
た
。

・
労
働
党
政
府
は
Ａ
Ｗ
Ａ
と
職
場
関
係
要
件
の
廃
止
を
宣
言

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
職
場
関
係
要
件
は
教
育
科
学
宵
と
職
場
関
係
省

の
述
柵
の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
新
た
に
誕
生
し
た
労
働
党
政
椛
の
下
で

は
こ
れ
ら
が
統
合
さ
れ
て
教
育
雇
用
職
場
関
係
省
ｅ
８
斤
・
・
氏
図
巨
８
［
一
○
コ
・

向
日
ロ
一
・
冒
亘
の
貝
目
ロ
ゴ
・
「
亘
山
８
房
一
目
目
⑰
已
目
弓
詞
）
と
な
り
、
剛
首
机
の
ギ

ラ
ー
ド
旨
旨
の
匡
閂
ｅ
氏
が
杣
当
人
脳
に
な
っ
た
。

ギ
ラ
ー
ド
副
甘
机
は
就
征
後
二
ヶ
月
余
の
二
○
○
八
年
二
Ⅱ
六
日
、
職
場
関
係

班
件
に
関
し
て
紀
背
会
兇
を
附
き
、
ハ
ワ
ー
ド
前
政
椛
の
大
学
に
対
す
る
不
信
感

の
象
徴
で
あ
り
、
大
学
へ
の
柵
助
命
支
給
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
職
川
関
係
凹
件

を
廃
止
す
る
、
ま
た
、
要
件
の
土
台
と
な
っ
て
い
た
Ａ
Ｗ
Ａ
も
廃
止
す
る
と
発
炎

（
妬
）

し
た
。
同
大
臣
は
、
ま
た
、
大
学
関
係
者
が
集
ま
っ
た
別
の
席
で
、
こ
れ
に
よ
っ

て
労
働
党
政
府
は
、
前
政
椛
の
「
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
狂
郊
」
か
ら
手
を
引
く

（
妬
）

と
》
四
言
し
て
前
政
椛
を
批
判
し
た
。

こ
の
記
者
会
見
の
翌
週
、
ギ
ラ
ー
ド
副
首
相
は
職
場
関
係
修
正
法
案
（
言
・
烏
で
］
月
の

囹
呂
・
ロ
の
シ
ヨ
の
且
日
の
貝
（
早
目
の
茂
・
旨
・
句
・
§
且
互
忌
国
日
の
⑫
⑰
）
囚
匡
）
を

Ⅱ
会
に
提
川
し
た
。
ま
た
、
同
Ⅱ
、
二
○
○
八
商
等
教
育
文
授
修
正
（
商
等
教
育

職
場
関
係
要
件
お
よ
び
全
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
ト
コ
ル
要
件
の
廃
止
お
よ
び
他

の
諸
問
題
）
法
案
（
餌
狩
ゴ
の
『
図
Ｅ
Ｓ
は
○
コ
の
ロ
ロ
ロ
○
月
皆
口
の
且
日
の
日
（
幻
の
日
・
ぐ
巴
・
｛

岳
の
患
召
の
『
図
巨
８
厘
．
ロ
ゴ
・
『
苞
Ｐ
Ｓ
囹
呂
・
口
の
幻
の
旨
『
の
白
目
筋
目
ｑ
ｚ
目
。
且

の
・
ぐ
の
ｇ
ｇ
８
印
・
［
・
８
－
⑫
幻
日
〔
旨
の
日
の
ロ
扇
目
。
。
Ｂ
の
『
冨
目
の
例
）
因
Ｅ
四
ｓ
の
）
を

国
会
に
提
川
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
職
川
関
係
典
件
お
よ
び
全
Ⅲ
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
ト
コ
ル
に

つ
い
て
定
め
た
加
肋
金
制
度
規
定
（
Ｏ
・
日
日
・
ロ
ゴ
の
匙
昌
の
日
日
汗
ゴ
の
日
の
）
の
第
七

章
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
修
正
法
は
国
会
を
通
過
し
、
二
○

○
八
年
二
月
二
八
Ⅱ
に
発
効
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
労
働
党
は
Ａ
Ｗ
Ａ
を
廃
止
す

る
と
明
言
し
て
き
た
が
、
職
場
関
係
要
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
完
全
に
廃
棄
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
よ
り
緩
や
か
な
も
の
に
修
正
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
の
か
明
ら
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1６ 

・
政
権
交
代
の
影
響
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
に
も

こ
の
間
の
述
州
政
府
の
大
学
政
策
は
、
大
学
だ
け
で
な
く
高
等
教
育
機
関
が
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
高
等
枝
術
学
校
（
日
の
目
巳
８
』
目
Ｑ
司
口
『
岳
の
『

目
月
目
・
ロ
、
以
下
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
～
テ
イ
フ
と
発
幸
川
～
と
省
略
）
も
含
ま
れ
て
い

た
。
高
等
教
育
機
関
の
運
営
方
法
に
関
す
る
プ
ロ
ト
コ
ル
や
職
場
関
係
要
件
の
政

策
は
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
に
対
し
て

政
府
は
「
二
○
○
Ⅲ
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
働
力
技
能
向
上
法
」
（
の
嵐
｝
旨
い

告
⑪
可
島
尉
ゴ
・
烏
ご
『
８
沙
、
〔
９
ｓ
）
と
い
う
特
別
法
を
制
定
し
、
内
容
的
に
は

プ
ロ
ト
コ
ル
や
要
件
と
同
じ
政
策
を
法
律
で
強
制
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
Ａ
Ｗ
Ａ

に
よ
る
労
働
条
件
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結
申
し
入
れ
を
法
律
で
義

務
化
し
、
労
働
条
件
の
決
定
過
程
か
ら
労
働
組
合
を
排
除
す
る
と
い
う
、
よ
り
戒

（
⑬
）
 

接
的
か
つ
徹
底
し
た
対
応
を
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
に
求
め
て
い
た
。

し
か
し
、
Ａ
Ｗ
Ａ
や
職
場
関
係
要
件
の
廃
止
と
と
も
に
、
技
能
向
上
法
の
関
連

箇
所
も
削
除
さ
れ
、
労
働
党
の
大
学
政
策
の
転
換
の
影
響
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
に
も
及
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。

か
で
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
要
件
に
関
す
る
労
働
党
の
姿
勢
は

明
確
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
と
、
労
働
党
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
、
大
学
の

（
ｗ
）
 

現
場
で
は
す
で
に
次
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

．
ほ
ぼ
す
べ
て
の
大
学
が
Ａ
Ｗ
Ａ
の
締
結
中
し
入
れ
を
や
め
た
。

・
多
く
の
大
学
は
労
働
組
合
の
椛
利
を
復
活
さ
せ
、
職
賜
関
係
要
件
を
皿
山
に

（
鍋
）

退
去
さ
せ
ら
れ
て
い
た
組
合
が
施
設
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
要
件
の
ひ
と
つ
に
関
連
し
て
、
大
学
は
組
合
に
、
組
合
が
雇
川
問
題
等
の
紛

争
処
理
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
紛
争
当
事
者
が
組
合
に
交
渉
代
理
を

委
征
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
文
諜
の
提
示
を
求
め
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の

大
学
は
こ
う
し
た
要
求
を
し
な
く
な
っ
た
。

省
略
用
語

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｐ
の
可
呂
ｇ
ｏ
ｏ
目
９
－
・
ロ
イ
日
の
ご
巳
・
ロ
⑰
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
組
合
総

評
議
会
）

Ａ
Ｈ
Ｅ
ｌ
Ａ
Ｓ
ｐ
⑫
ロ
・
呂
目
国
碕
ゴ
の
「
向
目
Ｂ
ｐ
Ｃ
ｐ
白
目
⑫
ロ
］
」
シ
い
の
。
Ｑ
圏
○
口
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
高
等
教
育
産
業
協
会
）

Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
（
」
百
妨
可
農
目
ヨ
、
の
０
，
ゴ
目
、
の
一
一
・
筋
．
、
○
コ
目
旨
の
⑦
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
副

学
長
会
）

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
⑫
可
農
目
言
・
烏
□
］
月
の
』
眉
『
の
①
曰
目
〔
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
職
場
協
定
）

Ｇ
Ｏ
８
（
の
『
○
５
．
周
汽
ゴ
ペ
八
大
学
述
△
川
）

結
び
に
代
え
て

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
政
府
に
よ

る
大
学
経
営
へ
の
介
入
、
と
く
に
新
自
由
主
義
思
想
に
基
づ
い
た
労
使
関
係
制
度

の
「
改
革
」
を
経
験
し
て
き
た
。
そ
れ
は
他
の
国
々
で
の
経
験
に
比
較
し
て
も
、

き
わ
め
て
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
保
守
述
合
は
敗
北
し
、
弥
働
党
が
勝
利

を
お
さ
め
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
を
推
し
進

め
て
き
た
ハ
ワ
ー
ド
前
首
相
は
、
保
守
迎
合
を
大
敗
に
導
い
た
だ
け
で
な
く
、
目

（
卵
）

身
の
識
席
を
も
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
現
職
の
首
相
が
議
席
を
失
う
の
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
史
上
、
一
九
二
九
年
の
ブ
ル
ー
ス
（
の
［
目
］
２
ｍ
目
８
）
首
川
に

つ
い
で
二
人
目
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
現
職
首
相
が
議
席
を
失
う
こ
と
に

な
っ
た
原
因
が
労
使
関
係
政
策
の
失
敗
に
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

（
則
）

ァ
の
社
会
政
治
状
況
を
照
ら
す
象
徴
的
な
出
来
恥
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
う
し
て
政
椛
は
交
代
し
た
も
の
の
、
ハ
ワ
ー
ド
政
椛
が
つ
く
り
あ
げ
た
諭
制

度
を
、
ラ
ッ
ド
労
働
党
政
椛
が
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
は
未

知
数
で
あ
る
。
大
学
政
策
に
関
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
職
場
関
係
要
件
を
廃
止
し
、

大
学
へ
の
「
而
接
」
介
入
政
策
を
止
め
る
と
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
方
針
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。
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1７ 
Ｈ
Ｅ
Ｗ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
（
圏
い
ぼ
の
Ｎ
恩
巨
８
は
。
□
ご
「
Ｃ
『
百
一
胃
の
丙
の
一
農
・
ロ
の
”
Ｈ
Ｐ
埒
の
白
目
病
、
職
場

関
係
要
件
）

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
ｚ
島
目
昌
『
、
『
目
ｑ
巴
巨
・
農
・
己
己
ロ
⑪
ロ
．
『
ご
己
。
。
、
全
国
高
等
教
育
教
職
員

組
合
）

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ｑ
行
８
日
Ｏ
巳
ｇ
Ｐ
ｍ
冒
昏
①
『
図
月
呂
・
ロ
、
高
等
技
術
学
校
）

主○
・
Ｊ

（
１
）
シ
コ
Ｑ
『
の
ミ
ヱ
の
耳
の
．
．
国
の
Ｒ
〕
◎
ロ
レ
ヰ
の
『
日
②
【
宮
の
『
ｏ
Ｅ
ｐ
ｑ
餌
。
、
ｏ
ご
｛
。
『
四
】
碩
夛
の
「

図
Ｐ
、
農
・
ロ
．
．
：
９
目
・
ロ
］
日
・
ロ
の
ミ
ュ
【
の
『
．
．
、
恩
】
ａ
ヨ
ョ
の
苫
・
ｏ
ｇ
Ｑ
さ
『
閨
響
の
『

図
ｐ
８
感
・
口
屡
幻
の
ざ
目
…
・
ヶ
・
岳
冒
Ｚ
目
・
目
一
目
の
己
回
旦
図
ｐ
ｎ
目
・
ｐ
Ｈ
且
口
⑰
〔
ｑ

ご
己
・
ロ
（
二
目
員
』
ｓ
ｏ
・
日
⑩
》
旨
（
←
）
．
ｚ
・
ぐ
の
日
す
の
己
ｇ
一
・

（
２
）
Ｏ
①
日
耳
目
の
ロ
（
。
【
団
ｑ
ｐ
８
［
】
Ｃ
Ｐ
ｍ
Ｑ
の
ロ
、
の
目
。
弓
『
巴
己
口
短
（
○
回
囚
『
）
・
・
四
一
ぬ
げ
の
『

向
Ｑ
ｐ
８
感
○
コ
の
ロ
ロ
ロ
○
割
し
。
［
ｇ
９
．
の
巳
ｑ
の
］
一
口
の
の
ご
『
Ｃ
Ｏ
日
日
○
口
三
田
］
＆
の
日
日

砕
冨
日
の
．
》
ｇ
Ｅ
．

（
３
）
０
口
の
日
。
、
田
岡
彦
の
『
団
ｑ
ｐ
ｏ
ｇ
８
ｐ
の
直
ご
ロ
。
『
斤
房
日
噛
Ｃ
つ
い
恥
の
Ｂ
Ｑ
の
］
旨
の
⑪
【
。
『

ｎ
ｏ
日
日
目
君
の
巳
昏
の
日
日
砕
け
の
日
の
．
ｇ
○
一
・

（
４
）
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
、
最
初
の
政
策
文
書
で
は
評
議
員
の
数
が
三
○
数
名
に
上
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
評
議
員
に
は
学
生
や
教
職
員
の
代
表
が
入
る
と
い
う
評
議
員

会
の
運
営
方
法
を
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
と
批
判
す
る
一
方
で
、
大
学
を
商

業
的
な
手
法
で
運
営
す
る
〈
日
ロ
冒
煙
宮
⑫
旨
の
⑫
中
房
の
註
の
三
・
コ
）
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
た
（
Ｏ
鳳
閂
・
○
ミ
〔
ヨ
ミ
ョ
ミ
貝
昏
、
秀
（
月
』
属
「
日
（
ミ
匂
、
ミ
ミ
ハ
菖
旦

９
９
も
』
、
。
）
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
職
員
や
学
生
代
表
も
評
議
員
か
ら
外
す
こ
と
が

条
件
と
さ
れ
た
。

（
５
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
労
働
条
件
の
決
定
シ
ス
テ
ム
、
と
く
に
Ａ
Ｗ
Ａ
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
川
鴨
を
参
照
さ
れ
た
い
（
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
労
働
政
簸
研

究
・
研
修
機
梢
「
諸
外
回
に
お
け
る
労
働
条
件
規
制
等
に
関
す
る
調
在
研
究
」
節

六
京
、
一
九
九
八
年
）
。

（
６
）
因
『
の
己
ｇ
ｏ
．
【
の
①
諒
伜
Ｏ
“
岳
の
目
】
の
皆
目
白
い
の
．
．
ｍ
巨
房
・
目
曰
く
①
３
】
Ｑ
⑪
口
庫
⑰
ご
ロ
日

睦
言
院
．
・
ヨ
虫
屋
§
」
§
・
冨
貝
・
馬
〕
・
唖
ｇ
『
。

（
７
）
こ
れ
の
前
提
と
し
て
職
場
関
係
法
第
七
八
九
条
で
は
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定

は
組
合
へ
の
加
入
強
制
（
８
の
『
８
）
だ
と
し
て
こ
れ
を
禁
止
し
、
第
八
○
七
条
で

は
違
反
行
為
に
対
し
て
罰
則
を
設
け
て
い
る
。
罰
則
に
は
三
種
類
あ
り
、
①
罰
金
、

②
損
害
賠
償
、
③
差
止
命
令
も
し
く
は
裁
判
所
が
適
切
と
考
え
る
他
の
取
り
う
る

方
法
と
な
っ
て
い
る
。

（
８
）
シ
ロ
⑰
【
日
］
】
目
ぐ
】
、
の
‐
Ｏ
ｇ
ｐ
８
－
－
ｏ
『
の
．
Ｏ
○
日
目
】
旨
の
の
（
昂
乏
ｏ
ｎ
）
）
冨
巴
旨
宛
の
］
８
⑫
。

、
三
・
『
百
一
四
８
『
の
一
島
・
口
の
『
の
□
巳
『
の
ロ
］
の
日
の
目
。
Ｓ
『
百
ワ
ー
の
．
》
の
８
【
の
日
す
の
『
圏
・
ｇ
Ｓ
．

（
９
）
」
安
ど
○
口
］
日
○
口
の
夛
臥
【
の
『
。
、
ロ
ヨ
の
三
の
蕨
「
の
且
旨
さ
『
骨
９
瓦
○
夢
ａ
Ｃ
ｐ
８
員
日
、
（
ロ
一
目
．
・

草
佗
ご
§
灸
）
ミ
・
ミ
凋
西
ミ
ロ
氏
．
］
目
の
い
９
ｓ
・

（
皿
）
呈
乏
Ｏ
○
三
巴
冨
幻
の
一
団
⑫
の
・
・
ロ
己
曰
の
因
目
８
口
○
口
三
日
の
．
⑫
＆
の
尾
乏
Ｏ
○
・
○
ｇ
ｏ
ウ
の
『

律
『
●
口
○
○
四
・

（
Ⅱ
）
』
三
ｎ
ｏ
冨
巴
一
関
宛
の
｜
の
口
叩
の
．
、
ヨ
８
（
リ
ゴ
目
８
唇
。
『
い
、
農
○
口
の
○
ぐ
の
。
目
の
ロ
［
ざ
『
甘
瓜
冨
同

澪
の
］
ロ
ロ
】
ｇ
□
白
の
貝
⑫
【
。
『
の
３
．
口
一
の
臼
⑫
汀
ご
○
ロ
．
．
ｚ
○
ぐ
の
日
ケ
の
『
９
．
９
ｓ
・

（
、
）
シ
ミ
Ｕ
○
富
の
臼
凹
罰
の
－
８
の
⑦
．
、
品
乏
Ｏ
ｎ
ｇ
９
冨
目
⑰
［
の
『
閃
『
、
の
。
□
穴
の
『
の
昌
目
８
日
目
扇

８
日
⑰
⑰
一
の
四
の
一
目
。
。
．
．
ｚ
○
ぐ
の
ヨ
ワ
の
『
路
・
ｇ
ｇ
・

（
脇
）
し
】
二
口
ｐ
旨
の
臼
四
一
幻
の
］
８
⑪
の
．
．
Ｈ
］
］
の
廓
日
の
ご
『
、
、
『
の
①
ロ
】
の
ロ
ロ
⑫
ロ
○
三
》
・
ｚ
Ｃ
ぐ
の
日
ケ
の
『
四
Ｐ

⑭
○
○
四
・

（
ｕ
）
」
安
く
Ｃ
Ｏ
三
８
両
宛
の
－
８
の
⑪
．
ｚ
の
ヨ
ロ
の
＆
さ
『
ご
曰
く
の
『
⑪
蔵
の
の
．
、
の
、
の
日
ケ
の
『
一
・
９
９
．

（
阻
）
」
虎
ぐ
Ｃ
Ｏ
富
の
臼
囚
幻
の
］
８
⑫
の
．
ご
曰
く
の
２
口
の
⑰
⑫
冒
巳
の
９
○
具
ご
う
二
○
房
己
］
■
８
『
の
ご
ゴ
ロ
⑫
．
．

」
少
ご
『
筥
噌
①
。
』
つ
つ
、
。

（
蝿
）
Ｇ
Ｏ
８
結
成
後
、
他
の
大
学
も
地
域
で
連
合
体
を
つ
く
り
、
あ
る
い
は
理
科
系
な

い
し
は
技
術
系
大
学
で
連
合
体
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
言
う
な
れ
ば
大

学
間
競
争
の
産
物
で
あ
り
、
競
争
の
な
か
で
利
維
を
同
じ
く
す
る
大
学
が
集
団
的

に
自
己
防
衛
を
は
か
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｏ
８
は
強
い
者

ど
う
し
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
、
い
っ
そ
う
影
響
力
を
強
め
る
た
め
に
結
成
さ
れ

た
述
合
体
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

（Ⅳ）しロ○コ留日○口の舅『ユ【の『や．」どニロの一口日のぎ。『丙ロ］ＰＣのい、『の①日のロ［の．．『》の崖困Ｐ
。
ｇ
ｏ
ワ
の
『
鐸
の
匂
い
○
○
⑬
。

（
岨
）
。
．
【
の
①
汀
伜
宅
同
凰
日
、
の
．
。
□
・
９
戸
Ａ
Ｗ
Ａ
は
必
典
な
い
、
む
し
ろ
従
来
型
の
刀
使
協

定
の
方
が
労
務
楴
理
が
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
、
か
ね
て
か
ら
大
学
関
係
行
か

ら
相
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
述
邦
政
府
の
言
う
よ
う
に
教
職
風

一
人
ひ
と
り
と
個
別
雁
川
契
約
（
Ａ
Ｗ
Ａ
）
を
締
結
し
、
す
べ
て
の
労
働
条
件
を

ち
が
え
て
い
た
ら
、
交
渉
や
事
務
作
業
並
が
膨
大
に
な
っ
て
対
応
で
き
な
い
と
い

う
、
き
わ
め
て
常
識
的
か
つ
現
実
的
な
議
論
で
あ
っ
た
。

（
囚
）
冨
目
巨
自
ｐ
Ｃ
Ｂ
ｑ
貫
○
ｓ
の
己
『
Ｃ
ａ
⑫
】
○
口
⑰
○
【
ｓ
の
出
碕
可
の
『
因
冒
ｎ
畳
○
口
［
豊
の
巴
⑪
一
目
。
ご

（
ご
『
。
『
【
Ｃ
－
ｐ
ｎ
の
宛
の
一
口
【
一
○
コ
の
幻
の
Ｃ
巳
『
の
日
の
ロ
【
の
）
国
一
一
一
⑬
つ
Ｃ
⑰
叩
の
■
ず
日
厨
の
－
．
コ
〔
◎
声
夛
の

ｍ
の
ロ
呉
の
向
日
己
一
○
『
日
の
員
・
三
○
「
六
℃
一
月
の
丙
の
一
員
一
○
口
⑰
目
９
両
・
臣
ｎ
日
－
．
画
宛
の
庁
『
の
ロ
８
⑩
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1８ 

、
○
回
巨
貝
回
耳
の
①
．
つ
い
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
加
）
以
上
の
反
対
迦
助
お
よ
び
そ
こ
に
い
た
る
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
橘
を

参
照
さ
れ
た
い
（
「
規
制
綴
側
と
い
う
名
の
規
制
強
化
～
豪
州
「
仕
覗
選
択
法
」
の

検
討
か
ら
」
「
大
原
社
会
間
脳
研
究
所
雑
誌
」
Ⅱ
八
四
号
、
二
○
○
七
年
七
Ⅱ
号
）
。

（
Ⅲ
）
シ
○
『
Ｃ
Ｐ
ｂ
ｏ
【
】
Ｊ
』
シ
ロ
⑪
可
囚
辱
い
ｐ
Ｈ
口
９
口
⑪
宮
凸
凹
一
幻
の
一
口
感
。
ロ
ッ
Ｐ
、
四
ヶ
○
口
『
冨
貝
【
の
（
・
陣
ロ
ロ

【
而
飼
巴
少
、
且
の
日
】
８
．
．
両
の
⑪
８
『
８
画
ａ
Ｑ
の
口
８
』
ざ
○
口
【
ｓ
の
同
罵
、
蕨
。
（
Ｓ
の
度
ご
「
。
『
【

Ｏ
可
○
一
Ｏ
の
⑪
．
．
、
】
］
］
血
』
の
丘
ワ
日
賦
の
】
Ｃ
ｐ
８
ｓ
の
Ｈ
ｐ
Ｃ
日
『
望
一
員
。
［
ず
の
ご
「
。
『
【
つ
一
口
Ｏ
の

一
幻
の
一
■
画
○
口
⑪
●
エ
目
の
ｐ
Ｑ
Ｂ
の
貝
へ
弓
○
鼻
○
ず
○
一
８
⑪
）
国
匡
⑭
８
，
．
．
ｚ
Ｃ
ぐ
の
日
ワ
の
『
ゆ
Ｓ
ｍ
・

（
犯
）
ｏ
回
『
ユ
ロ
、
口
日
の
【
。
．
シ
ｎ
回
。
①
日
】
の
⑫
ロ
『
。
（
の
⑫
戸
口
巳
目
幻
ロ
ー
ロ
ロ
．
。
『
》
、
ン
氏
員
、
口
（
（
ｐ
Ｐ

ｚ
ｏ
ぐ
の
曰
ワ
の
『
『
ご
心
○
○
ｍ
．

（羽）．勺『。｛のの⑪。『⑪｛。『ご口】ぐの『巴ロレロ［○口○日竜の日【の曰の口［・・勿一洞口のＱケ邑瞠いい
ｑ
○
斤
の
②
○
厨
・

（
別
）
一
一
○
○
三
年
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
剛
学
長
に
就
任
が
決
ま

っ
て
い
た
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
ギ
ル
バ
ー
ト
（
筐
目
○
号
日
）
副
学
長
は
、
離
職

匝
前
の
卒
業
式
で
、
向
ら
の
体
験
と
し
て
、
孜
貝
の
採
川
人
珈
に
対
す
る
政
府
の

介
入
が
多
い
こ
と
に
一
司
及
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
月
さ
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は

具
体
的
な
介
入
珈
例
に
触
れ
、
タ
ス
マ
ニ
ァ
大
学
と
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
と
い
う
二

つ
の
大
学
で
剛
学
艮
を
し
て
い
た
一
三
年
川
に
、
そ
う
し
た
珈
態
が
一
○
件
以
上

あ
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
当

時
の
則
学
災
会
（
Ａ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
）
の
マ
ラ
ー
ベ
ィ
ロ
・
目
冨
巨
旨
『
ぐ
こ
）
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も

同
様
の
経
験
を
し
た
と
述
べ
て
い
た
Ｓ
Ｂ
ｍ
ｐ
ｏ
汀
一
一
・
．
日
⑫
衝
８
℃
。
〕
嵐
８
］

ロ
『
の
⑫
⑰
日
の
ン
【
○
の
ど
⑪
．
．
『
ざ
二
層
同
日
（
臼
。
．
。
、
８
ヶ
の
『
Ｓ
・
ｇ
Ｓ
・
）
。
ち
な
み
に
ギ
ル

バ
ー
ト
氏
は
述
川
政
府
の
大
学
改
革
路
線
を
、
大
学
関
係
者
の
な
か
で
は
最
先
賦

で
支
持
し
、
そ
う
し
た
方
針
に
泊
っ
て
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
を
「
改
革
」
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。

（
妬
）
ｚ
日
向
ロ
．
．
【
の
望
○
日
◎
○
日
の
の
ど
出
向
ニ
コ
ヘ
丙
因
國
岡
＆
ロ
】
口
碩
．
。
』
貝
ご
Ｃ
ｎ
ｓ
句
・
局
（
い
）
・

ｚ
ｏ
く
の
【
ロ
ケ
の
「
⑱
。
○
ｍ
．

（
妬
）
【
の
。
三
、
シ
ー
ロ
ロ
の
・
同
］
の
日
○
ロ
ロ
出
国
ヨ
男
の
。
「
。
⑫
⑫
『
・
且
峅
・
・
エ
Ｓ
Ｃ
ｎ
Ｂ
ｎ
・
屋
（
い
）
・

Ｚ
○
く
め
。
ろ
の
「
⑭
○
○
コ
．

（
〃
）
》
「
『
ロ
Ｐ
：
壜
（
】
の
ロ
日
ロ
の
ｎ
ケ
○
一
８
：
□
の
巳
の
□
ご
』
由
ゴ
ー
⑫
貝
の
ヨ
ロ
ケ
Ｐ
「
口
の
・
・
エ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
「
公
匠

（い）・］ロ一望画○○コ。

（
羽
）
シ
「
日
ロ
．
ご
曰
く
の
『
の
】
ｑ
の
意
氏
望
園
『
の
。
｛
岳
の
８
月
の
「
妨
○
｛
シ
ニ
ニ
、
・
・
エ
５
．
８
荷
・
局

（
］
）
・
冨
閂
９
９
９
．

（
”
）
ｇ
ｏ
シ
」
己
曰
の
６
□
．
Ｑ
【
・

（
釦
）
旨
ロ
』
日
色
・
・
ヨ
］
の
『
の
己
君
○
『
穴
□
］
囚
８
回
、
胃
ゴ
ロ
の
］
の
【
【
○
ヶ
の
殖
ご
・
・
曰
●
訂
エ
目
「
日
」
日
。
・

の
①
ご
庁
の
ロ
】
ケ
の
『
⑱
』
。
⑭
○
○
ｍ
。

（
弧
）
ｚ
日
岡
ロ
．
．
ｍ
昌
一
閂
四
【
＆
ぬ
⑫
ご
ざ
『
【
ｏ
ｐ
ｍ
ｐ
の
【
『
巨
鯨
、
］
の
．
・
エ
且
ご
○
日
尽
・
局
（
い
）
・
』
首
頗
口
⑪
【

Ｐ
Ｃ
。
、
。

（
犯
）
ぱ
い
口
巨
Ｐ
８
Ｂ
ｇ
３
。
．
三
・
『
百
一
鱒
、
の
Ｑ
の
巳
咳
叩
の
巳
の
ロ
．
．
『
鳶
シ
属
目
（
§
．
。
§
ケ
の
『
い
の
．

ｍ
○
○
ｍ
。

（
羽
）
の
白
餌
耳
宛
。
⑫
９
忌
日
の
。
、
三
○
『
宍
己
一
月
の
、
陰
幻
の
【
。
『
日
．
．
⑬
ｐ
Ｑ
Ｂ
の
宛
の
⑪
ヰ
ロ
Ｏ
Ｂ
ユ
ロ
殉
。
｛

臼
瞥
の
『
図
ｐ
８
感
・
ロ
．
．
』
○
ミ
ゴ
ロ
（
ミ
ニ
旨
『
員
一
目
、
。
（
登
日
（
同
８
画
。
ご
自
・
・
３

Ｄ
の
。
①
日
ケ
の
『
⑭
○
○
ｍ
。
つ
い
○
の
。

（
汎
）
の
目
〕
目
Ｓ
ｍ
国
日
の
Ｐ
・
Ｚ
２
「
８
⑫
区
の
ご
己
］
。
。
【
の
○
日
目
》
○
口
の
口
の
帛
白
ゴ
訶
扉
ケ
「
閨
「
一

口
①
の
己
の
口
⑫
。
・
昏
舎
、
シ
同
一
云
い
雨
岡
田
【
〉
・
ｚ
ｏ
ぐ
の
日
す
の
『
い
い
。
⑭
○
ｃ
ｍ
・

（
妬
）
口
気
の
ロ
ロ
目
○
・
尿
の
⑰
庁
。
ご
日
。
□
厨
、
⑰
砂
日
日
ロ
ロ
⑫
Ｑ
の
ｎ
画
○
口
．
．
『
手
⑯
エ
員
『
、
口
一
一
口
量

ｚ
○
ぐ
の
口
忌
の
円
い
四
・
画
○
○
ｍ
。

（
妬
）
冨
○
』
」
つ
ご
Ｐ
ｏ
ｐ
９
［

（
Ｗ
）
ｇ
】
ｏ
ケ
ｐ
の
一
向
く
ロ
ゴ
の
・
・
団
ロ
ー
一
口
「
ｇ
⑪
白
魚
『
の
］
の
Ｑ
⑬
ロ
ケ
ー
の
国
口
。
⑫
ａ
」
Ｐ
、
『
の
①
日
①
ロ
【
．
。

」
口
ご
ｏ
ｎ
日
向
・
局
（
い
）
・
ｚ
ｏ
ぐ
の
日
ワ
の
『
い
つ
○
ｍ
．

（
銘
）
菖
】
ｎ
回
四
の
］
向
く
目
⑪
．
、
ゴ
ｎ
斤
。
こ
さ
『
国
邑
貰
い
【
の
威
氏
曰
ｏ
一
口
の
⑪
口
、
唾
。
Ｐ
エ
ロ
５
８
「
句
・
】
い

つ
）
。
ご
【
■
『
ｏ
ぽ
い
○
○
の
．

（
”
）
」
シ
ロ
○
口
］
日
○
５
尹
臥
［
の
『
・
・
国
色
四
日
［
ロ
日
ロ
の
３
房
』
虎
夛
Ｐ
ｂ
５
ケ
．
。
『
琴
ｎ
ｏ
氏
ロ
ミ
冒
司
・
］
ロ
］
臣

、
＠
画
○
○
つ
。

（㈹）》『ロロロ・・因邑日呉ｎｏ屋のｎ口ぐの」少、『①の日のロ［Ｒゴ目ロロ⑰」没ゴーいつ』ｑごＯＳ村・厨（⑭）・
］ロ］］山○○ｍ。

（
似
）
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
前
掲
の
川
稿
（
「
規
制
緩
和
と
い
う
俗
の
規
制
強
化
」
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
妃
）
Ｚ
員
ｗ
ロ
．
国
〕
の
司
巴
の
区
○
○
ぐ
の
日
日
８
房
巨
目
⑫
ａ
＆
●
し
、
の
ｐ
８
陣
勺
。
⑫
［
日
且
目
［
の
⑫
．
．

□
○
つ
直
す
厚
②
ロ
芦
ロ
曲
。
“
［
の
⑪
声
○
三
二
口
。

（
卿
）
）
宛
○
の
①
勇
国
目
③
○
℃
．
＆
【
・

（
机
）
」
戸
口
○
口
］
日
○
口
⑫
ミ
ユ
［
の
『
。
。
．
ｚ
の
一
⑫
。
。
⑰
の
［
〔
。
ｎ
日
、
【
Ｑ
○
尹
日
○
口
ロ
曰
く
の
『
⑪
葛
の
⑰
、
閂
幻

『
の
○
日
『
の
ロ
】
の
ロ
厨
．
・
昏
少
、
シ
田
一
三
口
丙
ｐ
ｍ
Ｃ
・
□
の
、
の
ヨ
ワ
の
『
・
も
○
○
ｍ
．

（
妬
）
］
且
口
Ｑ
］
］
囚
ａ
．
、
冨
巳
厨
宛
の
－
８
⑰
の
皿
、
曰
口
翫
口
頭
＆
の
ざ
。
【
。
【
痕
○
ぐ
の
日
日
の
ロ
［
○
鹿
ｓ
の

ら
『
○
日
。
｛
ご
己
ぐ
の
『
め
ぼ
の
⑫
．
・
句
の
ケ
日
煙
『
『
の
。
い
つ
○
⑫
．

（
妬
）
の
①
日
ａ
ｚ
・
ｏ
ｇ
Ｐ
．
［
四
ケ
。
『
持
口
鳥
⑫
冨
穴
の
０
９
胃
目
目
Ｂ
Ｂ
ｐ
ｍ
．
．
『
青
ご
§
Ｑ
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（
別
）
一
九
二
七
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
、
多
く
の
産
業
で
大
規
模
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻

発
し
、
そ
れ
が
社
会
不
安
へ
と
つ
な
が
る
情
勢
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

労
働
組
△
、
に
は
厳
し
い
国
民
党
（
ｚ
Ｂ
・
ロ
農
の
忌
日
ご
）
の
ブ
ル
ー
ス
首
机
は
、
仙

波
制
度
を
州
の
靜
鞘
に
戻
す
法
案
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
労
働
組

（
辺
ハ
ワ
ー
ド
前
首
相
の
選
挙
区
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
郊
外
の
ベ
ネ
ロ
ン
グ
地
域
で
は
、

マ
ッ
コ
ー
リ
ー
（
三
月
ｇ
圏
の
）
大
学
が
最
大
の
雇
用
機
関
で
あ
る
。
そ
こ
で
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
総
力
を
あ
げ
て
選
挙
活
動
を
行
い
、
ハ
ワ
ー
ド
前
首
相
の
落
選
に
影
響

を
与
え
た
と
す
る
。
ま
た
、
労
働
党
が
対
抗
馬
に
国
営
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
人
気

女
性
キ
ャ
ス
タ
ー
・
マ
キ
ュ
ー
氏
（
三
目
ど
の
三
，
六
の
君
）
を
当
て
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
（
Ｚ
目
Ｐ
弓
⑪
国
の
目
の
］
・
ロ
、
感
日
⑪
》
〔
習
い
国
の
目
の
一
・
□
ぬ
一
・
口
、
ロ
ヨ
の
・
・
・
国
日
の

（
⑬
）
こ
の
法
律
は
「
地
元
産
業
や
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
大
き
な

柔
軟
性
と
能
力
」
を
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
に
与
え
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
法
的
な
制
約
が
あ

る
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
「
教
職
員
に
Ａ
Ｗ
Ａ
を
提
示
す
る
こ
と
で
よ
り
柔
軟
な
雇
川

制
度
」
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
採
川
や
賃
金
に
関
し
て
は
、

経
徴
陣
が
よ
り
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
権
限
を
持
つ
こ
と
を
要
論
し
、
さ
ら
に
、

成
果
主
維
貸
金
を
導
入
し
、
成
果
が
不
十
分
な
者
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
綿
皿
す
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
、
企
業
家
的
な
商
業
指
向
の
ビ
ジ
ネ
ス
訓
画

（
８
可
８
『
８
の
〔
ａ
巴
ｇ
ｇ
８
Ｂ
Ｂ
①
Ｒ
菖
望
ｏ
１
の
ロ
（
巴
目
⑫
曰
の
⑫
⑫
ロ
］
目
⑪
）
を
立
て
る

こ
と
、
棚
助
命
の
給
与
へ
の
配
分
に
つ
い
て
は
「
勤
続
年
数
で
は
な
く
能
力
に
雄

づ
い
て
」
（
…
ｇ
⑰
ａ
ｏ
ｐ
８
日
刊
［
①
ｐ
ｎ
ｐ
日
昏
①
『
岳
目
・
巳
の
ロ
、
岳
・
茂
日
の
…
）
行

う
べ
き
こ
と
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
以
上
は
同
法
の
職
場
改
革
に
つ
い
て

貢
。
『
員
列
、
画
９
便
食
甸
の
ワ
２
ｍ
ｇ
か
９
９
・

（
灯
）
田
（
自
冨
ｐ
こ
つ
曰
の
．
．
Ｑ
一
一
Ｐ
ａ
ｇ
ｏ
房
汀
①
⑫
四
ｓ
菌
己
広
昂
『
８
直
時
の
ロ
］
ｇ
扇
．
》
エ
ミ
Ｃ
ｎ
Ｅ
企
・

田
（
ニ
マ
ン
ロ
ユ
］
瞠
Ｃ
Ｃ
ｍ
・

（
州
）
こ
れ
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
と
い
う
》
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
支
部

は
大
学
の
近
く
に
事
務
所
を
購
入
し
た
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
復
帰
は
現
段
階

で
交
渉
事
項
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
大
学
は
組
合
に
賃
貸
料

を
要
求
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
撤
回
さ
れ
る
か
、
撤
回
の
方
向
で
組
合
と
話
が
進

ん
で
い
る
と
い
う
（
以
上
は
、
二
○
○
九
年
二
月
、
筆
者
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
に
対
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
中
央
委
員
、
ケ
ン
・
マ
ッ
キ
ャ
ル
ピ
ン
氏
の
回

ざ
『
回
◎
ず
目
値
の
一
・
・
エ
ユ
ご
Ｏ
Ｂ
愚
・
忌
（
惇
）
・
」
安
□
堅
ｇ
ｇ
・
）
。

定
め
た
第
一
二
’
一
三
条
に
よ
る
）
。

答
に
よ
る
）
。

今
や
労
働
党
が
反
対
し
た
だ
け
で
な
く
、
保
守
党
の
な
か
か
ら
も
批
判
が
で
て
、

囚
氏
党
か
ら
〃
働
党
に
鞍
替
え
す
る
造
反
識
貝
ま
で
で
る
事
態
に
発
展
し
た
。
一

九
二
九
年
、
そ
う
し
た
な
か
で
ブ
ル
ー
ス
首
机
は
総
選
挙
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

国
民
党
が
大
敗
を
喫
し
た
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
議
席
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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